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埼経協ニュース３５３号

本
年
度
で
二
回
目
を
迎
え
た
「
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
会
」
が
、
十
月
十

三
日
、
午
後
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
・

四
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
�

写
真
。

当
日
は
、
本
会
会
員
企
業
の
代
表
者

や
役
員
を
中
心
に
、
関
係
者
も
含
め
約

一
二
〇
名
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
開
会
に
先
立
ち
利
根

忠
博
本
会
会
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

利
根
会
長
は
、「
日
本
経
済
は
最
悪

期
を
脱
し
た
も
の
の
、
各
経
済
指
標
を

み
る
と
、
従
来
の
七
〜
八
割
程
度
の
水

準
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
依
然
経
済
活

動
は
低
迷
し
た
状
態
が
続
い
て
い
る
。

今
後
を
展
望
し
て
も
、
失
業
の
増
加

が
個
人
消
費
を
低
迷
さ
せ
、
企
業
は
売

上
確
保
の
観
点
か
ら
値
下
げ
合
戦
を
繰

り
返
し
、
更
な
る
物
価
の
下
落
を
招
来
。

そ
の
結
果
、
企
業
収
益
を
悪
化
さ
せ
、

そ
れ
が
ま
た
投
資
や
雇
用
の
削
減
を
生

む
と
い
う
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
悪
循

環
に
陥
る
可
能
性
も
懸
念
さ
れ
る
状
況

に
あ
る
。

こ
う
し
た
経
営
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、

業
績
の
向
上
は
、
経
営
者
に
課
せ
ら
れ

た
重
要
な
責
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
一

度
、
不
祥
事
が
発
生
し
、
マ
ス
コ
ミ
に

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
、
企
業
ブ

ラ
ン
ド
が
大
き
く
傷
つ
く
ば
か
り
で
な

く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
会
社
の
存
亡
に

か
か
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
自
社
の
内
外

を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
状
況
に
注
視
す
る
こ
と
も
経
営

者
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
本

日
の
講
演
を
是
非
と
も
熱
心
に
聴
講
し

て
い
た
だ
き
企
業
経
営
に
活
か
し
て
欲

し
い
。」
と
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

続
い
て
、
三
国
雅
裕
専
務
理
事
よ
り
、

事
務
局
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
日

比
谷
パ
ー
ク
法
律
事
務
所
代
表
で
大
宮

法
科
大
学
院
大
学
教
授
の
久
保
利
英
明

氏
よ
り
、『�
会
社
を
守
る
�
経
営
者
・

取
締
役
の
決
断
・
行
動
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
（
講
演
要
旨
は
二
頁
以
下
参

照
）
が
行
わ
れ
た
。

久
保
利
弁
護
士
は
、

一
�
組
織
の
価
値
の
源
泉
は
信
用
で
あ

り
、
信
用
と
は
ブ
ラ
ン
ド
力
で
あ

る
。

二
�
ブ
ラ
ン
ド
の
源
泉
は
経
営
者
・
役

員
の
行
動
で
あ
る
。

三
�
ブ
ラ
ン
ド
力
を
失
っ
た
企
業
も
団

体
も
滅
び
る
。

四
�
業
務
執
行
の
適
法
・
適
正
性
と
財

務
情
報
の
適
正
性
を
確
保
す
る
た

め
の
体
制
が
機
能
す
る
か
否
か
は

経
営
層
次
第
で
あ
る
。

五
�
経
営
層
の
対
応
す
べ
き
こ
と

�
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
正
し
く
理

解
す
る
。

�
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
機

能
を
充
実
す
る
。

�
ト
ッ
プ
を
護
れ
る
組
織
を
つ
く
れ
。

�
間
接
部
門
、
特
に
監
視
・
監
査
部

門
を
軽
視
す
る
な
。

�
市
場
と
消
費
者
が
変
わ
っ
た
。
市

場
の
支
持
に
常
に
配
慮
す
る
Ｃ
Ｓ

Ｒ
を
。

等
を
ポ
イ
ン
ト
に
不
祥
事
例
の
解
説
を

交
え
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
い
ご
講
演

を
い
た
だ
い
た
。
講
演
終
了
後
、
本
会

森
谷
副
会
長
よ
り
久
保
利
弁
護
士
へ
の

講
演
謝
辞
が
行
わ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
は
終

了
し
た
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
交
流
会

が
開
催
さ
れ
た
。
交
流
会
は
本
会
藤
池

副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
会

員
同
士
の
活
発
な
懇
談
が
行
わ
れ
、
最

後
に
、
本
会
菊
池
副
会
長
の
締
め
の
挨

拶
が
行
わ
れ
、
交
流
会
は
盛
会
裡
に
終

了
し
た
。

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０９ 月号

日本経団連 埼玉

第
２
回

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
か
る

『�
会
社
を
守
る
�
経
営
者
・
取
締
役
の

決
断
と
行
動
』
テ
ー
マ
に

会
社
法
制
の

第
一
人
者

久
保
利
英
明
氏
が
講
演

１０・１１

― １ ―
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久久
保保
利利
氏氏
講講
演演
要要
旨旨

�
会
社
を
守
る
�
経
営
者
・

取
締
役
の
決
断
と
行
動
―

企
業
不
祥
事
例
を
踏
ま
え
て

一
・
組
織
の
価
値
の
源
泉
は
信
用
で
あ
り
、

信
用
と
は
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

・
ブ
ラ
ン
ド
力
を
失
っ
た
企
業
も
団
体

も
滅
び
る
。

・
ブ
ラ
ン
ド
の
源
泉
は
経
営
者
・
役
員

の
行
動
で
あ
る
。

・
業
務
遂
行
の
適
法
・
適
正
性
と
財
務

情
報
の
適
正
性
を
確
保
す
る
た
め
の

体
制
（
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
）
が
機

能
す
る
か
否
か
は
経
営
層
次
第
で
あ

る
。

�
会
社
・
団
体
と
し
て
の
不
祥
事
の
変
遷

一
九
八
〇
年
代
、
企
業
不
祥
事
は
、
リ

ク
ル
ー
ト
事
件
・
イ
ト
マ
ン
事
件
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
ト
ッ
プ
の
犯
罪
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
倫

理
観
の
劣
化
し
た
ト
ッ
プ
と
自
己
保
身
に

汲
々
と
す
る
現
場
の
複
合
犯
罪
と
な
っ
た
。

代
表
的
な
事
例
を
挙
げ
る
と
、
下
水
道
事

業
団
談
合
事
件
、
大
和
銀
行
事
件
、
山
一

證
券
倒
産
事
件
な
ど
が
あ
る
。

二
十
一
世
紀
に
入
る
と
、
ト
ッ
プ
の
預

か
り
知
ら
な
い
現
場
や
中
間
管
理
職
の
違

法
、
不
適
切
な
行
動
に
よ
り
事
件
が
発
生

し
、
ト
ッ
プ
が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
、
会

社
は
倒
産
の
危
機
に
瀕
す
る
と
い
う
事
例

が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
ハ
ム

Ｂ
Ｓ
Ｅ
偽
装
詐
欺
、
三
井
物
産
Ｄ
Ｐ
Ｅ
デ

ー
タ
捏
造
、
野
村
證
券
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
な

ど
が
代
表
的
な
事
件
で
あ
る
。

�
わ
が
国
の
判
例
に
よ
る
役
員
責
任
強
化

（
法
律
は
変
化
し
な
く
て
も
裁
判
所
の

判
断
基
準
は
厳
格
に
）

わ
が
国
で
も
会
社
の
不
正
を
防
止
す
る

た
め
に
、
監
査
役
の
権
限
強
化
や
会
計
監

査
人
の
設
置
な
ど
規
制
を
強
化
し
て
き
た

が
、
十
分
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
判
例
は
次
々
と
株
主
代
表
訴
訟

に
お
い
て
役
員
の
責
任
を
加
重
し
て
き
た
。

具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。

�
商
法
の
定
め
た
取
締
役
の
責
任
原
則
と

し
て
は
、
法
令
の
範
囲
内
で
会
社
の
た
め

に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
と
し
た
。

�
判
例
の
求
め
た
法
令
遵
守
体
制
確
立
義

務
と
し
て
は
、
大
和
銀
行
事
件
、
ヤ
ク
ル

ト
事
件
判
決
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
ト
ッ
プ

が
社
内
で
発
生
す
る
法
令
違
反
や
不
適
切

な
行
為
の
全
て
を
把
握
で
き
な
い
の
は
当

然
と
の
判
断
を
示
し
た
も
の
の
、
違
法
行

為
を
未
然
に
防
止
す
る
態
勢
を
確
立
す
る

こ
と
は
取
締
役
の
義
務
と
し
た
。

�
最
高
裁
が
要
求
し
た
不
祥
事
公
表
義
務

と
し
て
は
、
無
許
可
添
加
物
入
り
肉
ま
ん

販
売
に
関
す
る
ダ
ス
キ
ン
代
表
訴
訟
の
最

高
裁
判
決
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
次
の
三
点

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

（
イ
）
マ
イ
ナ
ス
情
報
の
公
表
義
務

「
取
締
役
会
が
『
自
ら
公
表
し
な
い
』

と
い
う
方
針
を
採
用
し
、
消
費
者
や
マ
ス

コ
ミ
の
反
応
を
も
視
野
に
入
れ
た
上
で
の

積
極
的
な
損
害
回
避
の
方
策
の
検
討
を
怠

っ
た
点
に
お
い
て
善
管
注
意
義
務
違
反
の

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」
と
し
取

締
役
会
で
キ
ッ
チ
リ
と
し
た
議
論
を
行
い
、

公
表
決
定
す
る
こ
と
を
要
求
。

（
ロ
）
巨
額
の
損
害
賠
償
義
務

取
締
役
会
の
議
論
で
公
表
に
消
極
的
で

あ
っ
た
他
部
門
担
当
取
締
役
や
非
常
勤
監

査
役
ま
で
一
人
二
億
円
以
上
の
損
害
賠
償

義
務
の
認
定
と
形
式
的
な
職
務
執
行
を
し

て
い
る
取
締
役
、
監
査
役
を
許
さ
な
い
と

の
判
断
。

（
ハ
）
社
外
取
締
役
の
重
要
性

た
だ
一
人
、
公
表
す
べ
し
と
の
意
見
書

を
提
出
し
た
社
外
取
締
役
の
判
断
が
裁
判

所
の
判
決
に
影
響
を
与
え
た
。
取
締
役
会

に
お
け
る
社
外
取
締
役
の
重
要
性
が
増
し

た
と
い
え
る
。

�
民
事
よ
り
も
厳
格
な
論
理
と
証
明
が
求

め
ら
れ
る
刑
事
事
件
に
も
内
部
統
制
構
築

義
務
違
反
が
適
用
さ
れ
、
三
菱
自
動
車
元

社
長
等
を
有
罪
と
し
た
横
浜
地
裁
判
決

こ
の
判
決
で
は
、
多
発
し
て
い
た
大
型

ト
ラ
ッ
ク
の
ク
ラ
ッ
チ
不
具
合
に
つ
い
て
、

元
社
長
が
欠
陥
を
認
識
し
な
か
っ
た
こ
と

自
体
に
、
業
務
上
の
過
失
を
認
定
し
た
。

改
善
措
置
を
講
じ
ず
に
放
置
す
れ
ば
死
傷

事
故
が
発
生
す
る
こ
と
の
予
見
が
可
能
だ

っ
た
と
し
て
、
禁
固
三
年
執
行
猶
予
五
年

の
判
決
が
出
た
。
併
せ
て
他
役
員
三
人
も

有
罪
と
な
っ
た
。

�
会
社
法
の
要
請
（
会
社
や
経
営
者
が
ま

と
も
で
な
い
か
ら
国
が
規
制
す
る
こ
と

と
し
た
）

そ
こ
で
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
確
保
の
た
め
に
「
会
社
法
」
が

導
入
し
た
の
が
、
現
場
と
役
員
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
で
出
現
す
る
リ
ス
ク
を
管
理
す

る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
づ
く
り
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
子
会
社
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ

全
体
に
つ
い
て
、
�
業
務
の
有
効
性
・
効

率
性
、
�
法
令
等
の
遵
守
が
会
社
法
の
定

め
る
内
部
統
制
の
範
囲
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
対
応
に
苦
慮
し
た
会
社
が

多
く
出
た
が
、
こ
の
程
度
で
慌
て
ふ
た
め

く
こ
と
自
体
、
元
来
、
会
社
・
組
織
の
体

を
な
し
て
い
な
か
っ
た
証
拠
で
あ
る
。

会
社
法
が
で
き
た
の
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
な
い
会
社
が
多
く
、
市

場
か
ら
追
放
さ
れ
倒
産
す
る
会
社
が
多
す

ぎ
た
の
で
国
が
規
制
に
乗
り
出
し
た
と
い

う
の
が
実
態
で
あ
る
。

�
金
融
商
品
取
引
法
の
要
請

西
武
鉄
道
事
件
や
カ
ネ
ボ
ウ
事
件
の
反

省
か
ら
、
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
っ
て
財

務
報
告
の
信
頼
性
、
即
ち
投
資
家
の
投
資

判
断
の
基
本
的
な
資
料
で
あ
る
連
結
を
含

む
有
価
証
券
報
告
書
の
記
載
内
容
の
適
正

性
確
保
を
内
部
統
制
の
対
象
と
し
た
。

目

次

頁

�
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

１
〜
４

�
秋
の
各
種
講
習
会
開
催

５

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介
、

ア
サ
ヒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
�

会
長

横
塚
正
秋
氏

６
〜
７

�
第
三
〇
次
小
笠
原
洋
上
研
修８

〜
１１

�
埼
玉
県
の
最
低
賃
金

１２

�
青
年
部
会
９
月
例
会
、
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
労
働
法

安
西

�

弁
護

士

１３

�
連
載
５０
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ

ト
な
話
題

南
・
北
・
中
・
西

１４
〜
１５

�
連
載
５６
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の

出
会
い
の
広
場

１６

�
連
載
第
３６
回「
も
の
つ
く
り
大
学
」

へ
よ
う
こ
そ

１７

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
５０
回

１８

�
２１
世
紀
職
業
財
団
広
告

１９

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど
、

広
告
二
件

２０
〜
２２

�
事
業
だ
よ
り
、
新
規
学
校
卒
業
者

等
の
採
用
要
請
、
連
載
１７２
回
「
こ

ん
な
時
に
こ
ん
な
事
を
！
」

２３

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
労

働
局
労
働
時
間
適
正
化
要
請
、
埼

玉
音
協

２４

開
会
挨
拶
を
す
る
利
根
会
長

久
保
利
氏
講
演

― ２ ―



こ
う
し
た
法
ま
た
は
市
場
ル
ー
ル
の
要

請
に
よ
り
、
東
証
一
部
の
Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
特
設

注
意
市
場
銘
柄
へ
（
二
〇
〇
九
年
五
月
解

除
）
移
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
自
ら
原
因
究

明
も
迅
速
・
的
確
に
で
き
な
い
内
部
統
制

能
力
の
欠
如
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
第
三
者
を
含
め
て
作
成
し
た

委
員
会
の
調
査
報
告
も
他
に
例
が
な
い
ほ

ど
、
お
粗
末
な
も
の
で
あ
っ
た
。

金
融
商
品
取
引
法
の
中
で
内
部
統
制
と

関
係
す
る
の
は
、二
十
四
条
の
四
の
二（
社

長
の
確
認
書
提
出
義
務
、
既
に
東
証
ル
ー

ル
で
義
務
化
済
）、
二
十
四
条
の
四
の
四

（
内
部
統
制
報
告
書
の
提
出
義
務
）、
一

九
三
条
の
二
の
第
二
項
（
内
部
統
制
報
告

書
へ
の
監
査
証
明
）
な
ど
数
箇
条
に
過
ぎ

な
い
。

特
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
文
書
化
の
膨
大

さ
が
話
題
に
上
っ
て
い
る
が
、
後
か
ら
検

証
で
き
る
文
書
が
な
け
れ
ば
、
会
計
監
査

人
も
経
営
者
も
怖
く
て
確
認
書
に
サ
イ
ン

が
で
き
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。

プ
ロ
セ
ス
の
文
書
化
も
記
録
保
存
の
確

立
も
出
来
な
い
会
社
に
不
二
家
を
嗤
う
資

格
は
な
い
の
で
あ
る
。

�
各
種
偽
装
事
件
（
耐
震
強
度
偽
装
、
食

品
の
表
示
・
期
限
偽
装
、
再
生
紙
偽
装
、

性
能
偽
装
）

各
種
偽
装
事
件
発
生
の
要
因
と
し
て
は

以
下
の
よ
う
な
点
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
は
、
建
築
確
認
、
安
全
性
検
査
、

保
健
所
等
の
現
行
諸
制
度
の
力
量
不
足
と

い
う
行
政
の
限
界
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
、
経
営
者
サ
イ
ド
の
要
因
と
し
て

は
、
�
虚
偽
表
示
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て

の
認
識
の
欠
如
、
�
小
さ
な
利
益
と
引
き

替
え
に
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
失
っ
て
い
い
の

か
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
崩
壊
、
�
利

益
と
適
法
の
両
方
が
大
事
で
あ
る
と
い
う

車
の
両
輪
主
義
の
誤
り
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

特
に
車
の
両
輪
主
義
に
つ
い
て
付
言
す

れ
ば
、
現
場
は
経
営
層
の
思
い
と
は
異
な

り
、
個
別
事
業
部
で
の
小
さ
な
利
益
や
小

さ
な
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
重
視
し
て
お
り
、

会
社
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
崩
壊
の
リ
ス
ク
を

気
に
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
特
に
留

意
が
必
要
で
あ
る
。

二
�
そ
れ
で
は
経
営
層
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
。

�
経
営
層
も
現
場
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
経
営
者
に
よ
る
社
内
の
リ
ス
ク
管
理

体
制
）
を
正
し
く
理
解
す
る
必
要
が
あ

るま
ず
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
工
学
的

用
語
と
し
て
の
真
意
は
、「
加
え
ら
れ
る

力
に
応
じ
て
変
化
し
た
わ
む
柔
軟
度
の
こ

と
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
経
営
の
文
脈

で
は
「
社
会
の
要
求
・
要
請
に
対
し
て
会

社
が
変
化
し
、
そ
れ
を
受
容
す
る
こ
と
」

で
あ
る
。
具
体
的
事
例
で
説
明
す
る
と
、

法
令
遵
守
至
上
主
義
の
失
敗
例
と
し
て
貸

金
業
者
の
過
ち
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
貸
金
業
者
は
政
省
令
の
遵
守
に
全
力

を
挙
げ
た
が
、
最
高
裁
平
成
十
八
年
一
月

十
三
日
判
決
は
、
そ
の
政
省
令
を
違
法
な

も
の
と
判
断
し
た
結
果
、
貸
金
業
者
は
今

や
、
自
己
資
本
の
大
半
を
過
払
金
返
還
に

当
て
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
結
果

と
し
て
政
省
令
を
守
る
こ
と
に
意
味
が
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
単
な
る
法
令
遵
守
で

は
な
い
。
日
本
語
で
は
う
ま
く
翻
訳
で
き

な
い
。
敢
え
て
翻
訳
す
れ
ば
「
世
間
か
ら

後
ろ
指
を
さ
さ
れ
る
振
る
舞
い
は
当
家
の

名
折
れ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

次
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
利
益
は
、

「
車
の
両
輪
論
」
で
は
な
く
「
新
幹
線
理

論
」
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
説
明
す
る
と
、「
使
命
」
と

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
「
収
益
」
は

新
幹
線
に
お
け
る
「
地
盤
」
と
「
保
線
」

と
「
高
速
列
車
」
の
関
係
で
あ
る
。
強
固

な
地
盤
と
保
線
の
完
備
し
た
線
路
に
支
え

ら
れ
て
い
な
い
高
速
列
車
は
脱
線
転
覆
の

運
命
に
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
使
命
に
反

す
る
行
為
は
如
何
に
儲
か
り
そ
う
で
も
手

を
出
し
て
は
い
け
な
い
。

第
三
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
の

実
行
手
順
で
あ
る
。
具
体
的
に
説
明
す
る

と
、
以
下
の
四
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

�
社
会
や
消
費
者
の
要
求
を
正
確
に
認
識

す
る従

業
員
全
体
が
社
会
の
圧
力
と
示
唆
す

る
方
向
性
を
敏
感
に
察
知
す
る
感
受
性
を

磨
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
入
手
し
た
情

報
は
直
ち
に
経
営
層
と
共
有
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

�
経
営
層
は
対
応
方
針
を
明
確
に
打
ち
出

す
義
務
が
あ
る

社
会
の
要
求
へ
の
対
応
方
針
を
迅
速
に

提
起
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
経
営
層
の
仕

事
で
あ
る

�
社
内
各
組
織
の
連
携
構
築
―
風
通
し
の

良
い
会
社
に
な
る
（
ト
ッ
プ
と
現
場
の
両

者
を
結
ぶ
情
報
の
相
互
交
換
シ
ス
テ
ム
の

構
築
）

こ
の
点
に
関
し
留
意
す
べ
き
事
項
を
述

べ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
点
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
現
場
の
情
報
・
感
覚
と
経
営
層
の
認
識

を
い
つ
も
擦
り
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る

・
部
門
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

は
社
会
と
の
接
点
を
狭
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。

・
隣
の
部
門
は
あ
る
意
味
で
外
界
で
あ
り

社
会
で
あ
る
。
社
内
部
門
の
強
烈
な
縦

割
り
は
非
常
識
の
温
床
と
な
る
。
日
本

ハ
ム
事
件
で
み
ら
れ
た
精
肉
部
門
の
閉

鎖
性
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。

第
四
は
、
事
前
の
予
防
的
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
と
発
生
後
の
治
療
的
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
実
行
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

予
防
的
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
日
常

的
に
縦
・
横
・
斜
め
の
情
報
交
換
が
ベ
ー

ス
と
な
る
。
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
（
一

つ
の
重
大
な
事
故
の
背
景
に
は
二
十
九
個

の
小
さ
い
事
故
が
あ
り
、
二
十
九
個
の
小

さ
い
事
故
の
背
景
に
は
３
０
０
の
ヒ
ヤ
リ
、

ハ
ッ
と
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
法

則
）
で
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
小
さ
な

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
と
で
あ
っ
て
も
治
療
的
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
行
い
、
ミ
ス
の
な
い

シ
ス
テ
ム
へ
と
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

�
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
経
営
者

に
対
す
る
牽
制
と
い
う
リ
ス
ク
管
理
体

制
）
の
機
能
を
充
実
す
る
。
こ
れ
は
、

ト
ッ
プ
と
経
営
層
の
保
険
に
も
な
る
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
さ
に
�
ト
ッ

プ
を
裸
に
す
る
な
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。�

具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
方
策
が
必

要
と
な
る
。

�
米
国
流
で
は
、
社
外
取
締
役
中
心
の
取

締
役
会
に
よ
る
経
営
の
監
視

「
王
さ
ま
は
裸
だ
と
叫
ん
だ
」
澄
ん
だ

目
を
持
っ
た
少
年
の
役
割
を
社
外
取
締
役

に
期
待
す
る
。

�
欧
州
で
は
、
経
営
者
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル

ダ
ー
へ
の
説
明
責
任
。�
王
様
は
自
ら
虚

飾
を
�
ぎ
取
り
、
裸
で
勝
負
し
ろ
�

�
日
本
流
で
は
、
社
外
取
締
役
・
社
外
監

査
役
と
業
務
執
行
取
締
役
の
相
互
監
視
と

牽
制
機
能
に
期
待
。
そ
の
た
め
に
は
情
報

の
共
有
と
活
発
な
議
論
、
そ
し
自
由
闊
達

な
社
風
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

�
ト
ッ
プ
を
護
れ
る
組
織
を
つ
く
れ
―
内

部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
役
割

�
零
戦
は
な
ぜ
ヘ
ル
キ
ャ
ッ
ト
に
負
け
た

か
。零

戦
が
負
け
た
理
由
は
、
操
縦
席
の
背

も
た
れ
の
鋼
板
の
薄
さ
と
燃
料
タ
ン
ク
の

防
御
装
置
の
脆
弱
さ
に
あ
る
。
操
縦
性
に

目
を
奪
わ
れ
、
不
可
欠
な
装
備
が
不
十
分

で
、
結
果
と
し
て
撃
墜
さ
れ
た
米
国
人
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
生
還
率
は
四
〇
％
、
零
戦
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
六
％
と
優
れ
た
零
戦
乗
り

の
多
数
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

戦
闘
機
に
乗
っ
た
こ
と
の
な
い
参
謀
本

部
に
は
真
の
危
険
は
分
か
ら
な
い
。
経
営

層
は
戦
闘
機
搭
乗
員
、
す
な
わ
ち
現
場
の

話
を
よ
く
聞
く
べ
き
な
の
で
あ
る
。

�
徳
川
三
〇
〇
年
の
歴
史
は
内
部
統
制
の

賜
（
大
目
付
、
譜
代
・
親
藩
・
参
勤
交
代

に
よ
る
外
様
牽
制
・
お
庭
番
・
隠
密
・
目

安
箱
等
々
）

経
営
層
は
権
現
様
（
徳
川
家
康
）
を
見

習
お
う
。
家
康
は
直
系
家
系
の
存
続
で
は

な
く
、
幕
藩
体
制
の
存
続
を
求
め
た
。
会

社
の
社
長
も
創
業
家
の
た
め
で
は
な
く
社

会
的
公
器
と
し
て
の
永
続
性
が
大
切
。
徳

川
幕
藩
体
制
は
、
世
界
最
強
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
国
家
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
行

き
過
ぎ
れ
ば
組
織
の
活
力
を
殺
ぐ
こ
と
に

留
意
す
る
べ
き
で
あ
る
。

�
間
接
部
門
、
特
に
監
査
・
監
査
部
門（
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
）
を
軽
視
す
る
な

全
員
営
業
・
全
員
生
産
で
勝
ち
続
け
た

企
業
は
な
い
。
そ
れ
で
は
玉
砕
あ
る
の
み

で
あ
る
。
内
部
統
制
が
な
け
れ
ば
何
処
に

落
と
し
穴
が
あ
る
か
ト
ッ
プ
も
気
が
つ
か

― ３ ―



な
い
。
監
視
・
監
査
部
門
を
重
視
し
、
そ

こ
に
ヒ
ト
と
カ
ネ
を
注
入
す
る
。
そ
し
て
、

性
悪
説
で
は
な
く
、
ヒ
ト
は
弱
い
と
い
う

性
弱
説
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

�
市
場
と
消
費
者
が
変
わ
っ
た
。
市
場
の

支
持
に
常
に
配
慮
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
重
要

性コ
ム
ス
ン
の
親
会
社
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
グ

ル
ー
プ
の
株
価
は
、
〇
七
年
六
月
の
コ
ム

ス
ン
の
介
護
報
酬
不
正
請
求
発
覚
後
五
営

業
日
で
、
八
万
円
か
ら
四
割
下
落
、
そ
の

後
九
月
に
は
二
万
円
台
へ
と
急
落
し
た
。

そ
の
後
、
翌
八
年
二
月
に
は
グ
ッ
ド
ウ
ィ

ル
の
違
法
派
遣
と
い
う
更
な
る
不
祥
事
に

よ
り
五
千
円
台
へ
暴
落
、
遂
に
グ
ッ
ド
ウ

ィ
ル
は
〇
八
年
七
月
末
を
も
っ
て
廃
業
し
、

グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
グ
ル
ー
プ
全
体
が
崩
壊
し

た
。こ

の
不
祥
事
の
教
訓
と
し
て
は
、
企
業

ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
消
費
者
あ
る
い
は
市

場
の
目
が
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
常
に

こ
れ
ら
に
配
慮
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
実
践
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
�
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
忘
れ
た
会
社

や
時
代
の
激
変
を
予
想
で
き
な
か
っ
た

会
社
を
「
想
定
外
」
が
襲
う
。

以
下
の
八
つ
の
不
祥
事
例
に
つ
い
て
、

主
な
発
生
原
因
等
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。

�
雪
印
乳
業
食
中
毒
事
件

〈
事
件
の
概
要
〉

中
毒
患
者
が
一
万
五
千
名
近
く
に
及
ん

だ
戦
後
最
大
級
の
食
中
毒
事
件
。
そ
の
後

発
生
し
た
牛
肉
偽
装
事
件
の
発
生
に
よ
り
、

グ
ル
ー
プ
が
実
質
解
体

〈
主
な
事
件
発
生
要
因
〉

�
過
去
に
発
生
し
た
同
種
の
食
中
毒
事
件

の
反
省
を
踏
ま
え
た
安
全
に
対
す
る
基

本
認
識
の
欠
如

�
食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
社
内
研
修
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
形
骸
化

�
悪
い
情
報
が
経
営
ト
ッ
プ
に
迅
速
に
伝

わ
ら
な
い
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
欠
如

�
不
二
家
の
消
費
期
限
切
れ
牛
乳
使
用
事

件
〈
事
件
の
概
要
〉

違
法
行
為
に
当
た
ら
な
い
消
費
期
限
切

れ
牛
乳
使
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事

実
を
証
明
で
き
ず
、
マ
ス
コ
ミ
の
集
中
砲

火
等
に
よ
り
、
自
立
再
建
を
断
念
さ
せ
ら

れ
た

〈
主
な
事
件
発
生
要
因
〉

�
違
法
行
為
で
な
い
こ
と
を
反
論
す
る
た

め
の
文
書
化
並
び
に
記
録
保
管
の
不
備

�
間
接
部
門
を
過
大
に
リ
ス
ト
ラ
し
た
こ

と
に
よ
る
文
書
化
等
も
含
め
た
品
質
管

理
部
門
の
人
材
不
足

�
教
育
研
修
体
制
の
不
備
等
現
場
を
無
視

し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
の
失
敗

�
パ
ロ
マ
の
補
修
湯
沸
器
の
欠
陥
に
よ
り

発
生
し
た
死
亡
事
故

〈
事
件
の
概
要
〉

湯
沸
器
の
不
正
修
理
に
伴
う
一
酸
化
炭

素
中
毒
事
故
が
二
十
八
件
発
生
、
二
十
一

人
が
死
亡
。
国
内
販
売
が
大
幅
に
減
少
す

る
と
と
も
に
、
当
時
の
代
表
者
が
業
務
上

過
失
致
死
傷
容
疑
で
起
訴
。

〈
主
な
事
件
発
生
要
因
〉

�
二
十
五
年
間
、
生
産
し
た
二
千
五
百
万

台
が
無
事
故
で
あ
っ
た
と
い
う
経
営
幹

部
等
の
安
全
神
話
へ
の
過
信

�
不
正
改
造
が
原
因
と
し
て
一
切
謝
罪
し

な
か
っ
た
経
営
者
の
認
識
の
甘
さ
と
社

会
的
責
任
に
対
す
る
認
識
の
欠
如

�
自
社
の
安
全
装
置
劣
化
を
原
因
と
す
る

事
故
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必

要
な
行
政
手
続
き
や
消
費
者
に
対
す
る

告
知
を
し
な
か
っ
た
消
費
者
軽
視
の
経

営
姿
勢

�
ダ
ス
キ
ン
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築

義
務
違
反
事
件

〈
事
件
の
概
要
〉

ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ッ
ツ
で
販
売
さ
れ
た

未
認
可
添
加
物
混
入
の
大
肉
ま
ん
に
つ
い

て
、
取
締
役
会
が
そ
の
事
実
を
知
っ
た
後

も
公
表
せ
ず
、
公
表
を
主
張
し
た
一
人
の

社
外
取
締
役
を
除
い
て
全
取
締
役
会
メ
ン

バ
ー
が
代
表
訴
訟
の
対
象
と
さ
れ
、
一
人

約
二
億
円
の
会
社
へ
の
損
害
賠
償
債
務
が
、

二
十
年
二
月
の
最
高
裁
判
決
で
確
定
。

〈
主
な
事
件
発
生
要
因
〉

�
食
品
産
業
に
お
い
て
は
、
企
業
の
損
失

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
製
品
の

違
法
行
為
公
表
が
取
締
役
の
法
的
義
務

で
あ
り
、
単
な
る
経
営
責
任
や
道
義
的

責
任
に
止
ま
ら
ず
、
損
害
賠
償
責
任
を

負
う
も
の
で
あ
る
と
の
時
代
の
変
化
に

対
す
る
認
識
不
足

�
Ｎ
Ｈ
Ｋ
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
事
件

〈
事
件
の
概
要
〉

Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
が
番
組
作
成
の
た
め
に
入

手
し
た
未
公
開
情
報
を
個
人
の
株
取
引
に

利
用
し
た
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
事
件
。

〈
主
な
事
件
発
生
要
因
〉

�
マ
ス
コ
ミ
の
公
共
的
使
命
を
全
く
考
え

な
い
現
場
記
者
の
存
在
と
情
報
漏
洩
の

リ
ス
ク
に
配
慮
し
て
こ
な
か
っ
た
組
織

風
土

�
隠
蔽
・
虚
偽
体
質
が
一
人
ひ
と
り
の
職

員
に
ま
で
蔓
延
し
て
い
る
と
い
う
統
制

環
境
の
不
備

�
野
村
證
券
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
事
件

〈
事
件
の
概
要
〉

Ｍ
＆
Ａ
を
担
当
す
る
企
業
情
報
部
に
中

途
採
用
さ
れ
た
中
国
人
社
員
が
株
式
購
入

禁
止
義
務
が
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
に
違
反
し
、
部
内
の
情
報
を
利
用
し
、

巨
額
の
利
益
を
得
た
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
事
件
。

〈
主
な
事
件
発
生
要
因
〉

�
証
券
会
社
と
し
て
の
使
命
の
組
織
・
社

員
へ
の
不
徹
底

�
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
あ
る
い
は
世

代
間
の
倫
理
格
差
に
よ
り
従
来
の
常
識

が
通
用
し
な
い
社
員
が
入
社
す
る
と
い

う
リ
ス
ク
へ
の
対
応
不
備
。
具
体
的
に

は
、
こ
れ
ら
社
員
に
対
す
る
特
別
な
配

慮
不
足
と
注
意
義
務
の
徹
底
不
足
。

�
社
会
保
険
庁
標
準
報
酬
月
額
遡
及
改
竄

事
件

〈
事
件
の
概
要
〉

社
会
保
険
庁
の
職
員
が
社
会
保
険
料
収

納
率
向
上
の
た
め
、
厚
生
年
金
加
入
者
の

標
準
報
酬
月
額
を
遡
及
し
て
改
竄
し
て
い

た
事
件
。

〈
主
な
事
件
発
生
要
因
〉

�
社
会
保
険
庁
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
保

険
料
の
徴
収
と
安
定
し
た
年
金
支
給
に

対
す
る
義
務
違
反

�
リ
ス
ク
や
違
法
性
に
対
す
る
組
織
的
な

認
識
の
欠
如

�
将
来
改
竄
が
発
覚
し
た
際
の
社
会
保
険

庁
へ
の
批
判
の
大
き
さ
に
対
す
る
想
像

力
の
欠
如

	
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
事
件

〈
事
件
の
概
要
〉

集
会
開
催
の
た
め
に
日
教
組
に
対
し
一

旦
ホ
テ
ル
の
会
場
、
客
室
の
予
約
を
受
理

し
た
も
の
の
、
右
翼
等
の
街
宣
活
動
等
を

恐
れ
、
使
用
を
拒
否
。
そ
の
後
、
東
京
高

裁
の
使
用
を
認
め
る
旨
の
仮
処
分
が
出
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ホ
テ
ル
側
は
こ
れ
を

無
視
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
日
教
組
は
刑
事
告
訴
し
、

警
視
庁
は
二
十
一
年
三
月
、
旅
館
業
法
違

反
で
法
人
で
あ
る
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
と
社

長
を
は
じ
め
幹
部
社
員
四
名
を
書
類
送
検
。

ま
た
日
教
組
は
同
月
、
損
害
賠
償
を
求
め

る
民
事
訴
訟
を
東
京
地
裁
に
提
起
し
、
七

月
、
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
側
に
二
億
九
千
万

円
の
賠
償
と
謝
罪
広
告
を
命
じ
る
判
決
が

下
っ
た
。

〈
主
な
事
件
発
生
要
因
〉

�
一
旦
予
約
を
受
理
し
た
以
上
、
集
会
の

自
由
を
守
る
義
務
が
ホ
テ
ル
側
に
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
無
視
し
た

（
旅
館
業
法
違
反
）。

�
東
京
高
裁
の
仮
処
分
を
無
視
す
る
と
い

う
行
為
に
対
す
る
代
表
取
締
役
の
責
任

並
び
に
取
締
役
の
監
視
義
務
責
任
に
対

す
る
認
識
の
甘
さ
。

交
流
会
風
景

― ４ ―
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開
講
満
３５
周
年
を
迎
え
た

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

来
年
一
月
ま
で
全
八
講
開
催

第
五
講
以
降
の
参
加
者
を
募
集

今
年
で
開
講
満
三
四
周
年
、
第
四
五
期
を
迎
え
た
労
働
法
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
が
一
一
月
ま
で
に
第
一
か
ら
第
四
講
が
終
了
し
、
事

務
局
で
は
第
五
講
以
降
の
個
別
講
ご
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

第
一
講
は
一
〇
月
一
九
日
�
午
前
「
一
般
労
働
条
件
管
理
に

あ
た
っ
て
の
問
題
点
と
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
埼
玉
労
働

局
労
働
基
準
部
部
長
・
樋
野
浩
平
氏
よ
り
、
午
後
は
「
企
業
の

リ
ス
ク
管
理
か
ら
み
た
労
働
契
約
の
ポ
イ
ン
ト
と
社
員
の
義

務
」
と
題
し
弁
護
士
・
安
西
�
氏
に
解
説
頂
い
た
。

以
降
第
二
講
は
「
出
張
・
配
転
・
転
勤
・
出
向
・
転
籍
な
ど

の
人
事
異
動
と
退
職
・
解
雇
・
懲
戒
な
ど
の
人
事
を
め
ぐ
る
実

務
と
法
律
問
題
」
を
一
〇
月
二
八
日
�
に
弁
護
士
・
渡
邊
岳
氏

に
、
第
三
講
は
「
最
近
の
非
正
規
雇
用
・
派
遣
、
請
負
な
ど
、

新
育
児
介
護
休
業
法
、
新
パ
ー
ト
法
な
ど
を
め
ぐ
る
実
務
と
法

律
問
題
」
を
一
一
月
一
一
日
�
に
弁
護
士
・
木
下
潮
音
氏
に
、

第
四
講
は
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
や
演
習
問
題
を
中
心
と
し
た
事

例
研
究
を
交
流
形
式
で
「
こ
ん
な
場
合
ど
う
す
る
か
、
社
員
の

日
常
管
理
上
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
対
策
の
ゼ
ミ
《
事
例
研
究
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
》」
を
一
一
月
一
九
日
�
に
弁
護
士
・
安
西
�
氏
に

そ
れ
ぞ
れ
ご
講
義
頂
い
た
。

第
五
講
以
降
の
予
定

第
五
講
「
労
働
安
全
衛
生
と
労
働
災
害
、
職
業
病
、
過
労
死
、

過
労
自
殺
等
を
め
ぐ
る
実
務
と
法
律
問
題
」
一
二
月
二
日
�
一

三
時
一
〇
分
〜
弁
護
士
・
外
井
浩
志
氏

第
六
講
「
労
働
時
間
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
外
勤
・
出
張
、

裁
量
労
働
、
休
憩
、
休
日
、
休
暇
、
三
六
協
定
、
割
増
賃
金
な

ど
の
実
務
と
法
律
問
題
」一
二
月
一
五
日
�
一
〇
時
〜
弁
護
士
・

岩
本
充
史
氏

第
七
講
「
今
日
的
な
人
事
制
度
改
定
（
成
果
主
義
賃
金
制
度

の
導
入
、
残
業
定
額
払
の
導
入
、「
管
理
職
」
の
範
囲
の
見
直

し
、
人
件
費
の
削
減
、
労
務
リ
ス
ト
ラ
な
ど
）
に
伴
う
法
律
問

題
と
実
務
対
策
」
一
月
一
八
日
�
一
三
時
一
〇
分
〜
弁
護
士
・

山
中
健
児
氏

第
八
講
「
労
働
組
合
活
動
の
変
化
と
対
応
に
つ
い
て
（
無
組

合
、
合
同
労
組
対
策
な
ど
を
含
む
）」
一
月
二
七
日
�
一
三
時

一
〇
分
〜
弁
護
士
・
岡
芹
健
夫
氏

＊
会
員
の
参
加
費
は
一
三
〇
〇
〇
円
（
第
六
講
は
一
七
〇
〇
〇

円
）。
会
場
は
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
９
階
会
議
室
。
ご
参

加
の
お
申
込
み
は
経
協
事
務
局
（
�
０
４
８
―
６
４
７
―
４

１
０
０
）
ま
で
。

全
講
及
び
準
全
講
ご
参
加
企
業
名
・
ご
氏
名
（
敬
称
略
・
順
不

同
）栗

田
工
業
・
蒲
田
充
、
サ
ミ
ー
・
宮
坂
賢
二
、
和
田
貴
光
、

サ
ン
テ
ッ
ク
・
石
川
孝
、
日
本
地
工
・
押
田
悟
、
日
本
通
運
・

長
敬
子
、
ネ
ク
ス
コ
・
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
関
東

第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
の

た
め
の
対
策
講
座
開
催

二
年
目
を
迎
え
た
表
記
講
座
を
八
月
二
五
日
�
〜
二
六
日
�

な
ら
び
に
九
月
九
日
�
〜
一
〇
日
�
各
二
日
会
期
で
二
回
に
わ

た
っ
て
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
し
た
。
こ
れ
は
一
一
月

一
四
日
に
埼
玉
大
学
で
行
わ
れ
た
年
１
回
の
埼
玉
出
張
試
験
に

備
え
た
準
備
講
習
で
あ
り
、
受
講
者
が
き
わ
め
て
高
い
合
格
率

を
維
持
し
、
適
切
な
テ
キ
ス
ト
や
指
導
ぶ
り
で
定
評
の
あ
る
�

ウ
エ
ル
ネ
ッ
ト
と
提
携
し
て
行
っ
た
も
の
。

こ
れ
は
常
時
五
〇
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
所
で

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
一
二
条
に
よ
り
「
衛
生
管
理
者
」
を

置
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
会
社

で
は
必
須
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
国
家
資
格
で
あ
る
。
ま
た
従

業
員
数
と
と
も
に
資
格
者
の
必
要
人
数
が
増
加
し
、
業
種
に
よ

っ
て
一
種
、
二
種
の
別
が
あ
る
。

両
講
と
も
講
師
は
臼
井
一
博
氏
。
幅
広
い
試
験
範
囲
を
限
ら

れ
た
日
程
で
、
す
べ
て
を
暗
記
な
ど
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近

く
、
同
氏
は
要
領
よ
く
法
令
や
実
務
必
須
事
項
を
解
説
す
る
と

と
も
に
、
過
去
の
出
題
傾
向
の
詳
細
な
分
析
か
ら
編
み
出
さ
れ

た
独
自
の
勉
強
方
法
を
受
講
者
に
伝
授
。
両
講
と
も
各
定
員
五

〇
名
、
六
〇
名
近
く
の
参
加
者
で
ほ
ぼ
満
席
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

働
く
人
々
の
安
全
や
健
康
管
理
体
制
へ
の
会
社
と
し
て
の
積

極
的
取
り
組
み
は
、
当
局
の
強
い
要
請
で
あ
る
と
と
も
に
、
昨

今
個
人
個
人
の
関
心
も
高
い
。

安
全
管
理
者
選
任
時
研
修
開
催

屋
外
産
業
的
業
種
と
工
業
的
業
種
に
属
す
る
企
業
が
、
常
時

五
〇
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
所
を
所
有
す
る
場
合

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
一
一
条
に
よ
り
、
そ
の
事
業
所
に「
安

全
管
理
者
」
を
置
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
（
平
成
一

八
年
一
〇
月
細
部
改
正
）。
本
会
で
は
前
記
衛
生
管
理
者
講
習

で
提
携
し
た
�
ウ
エ
ル
ネ
ッ
ト
と
と
も
に
、
一
一
月
一
七
日
�

に
本
会
初
の
同
選
任
時
研
修
を
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催

し
た
。
こ
れ
は
厚
生
労
働
省
か
ら
資
格
付
与
の
認
定
を
得
て
い

る
同
社
に
よ
る
法
定
に
基
づ
く
資
格
認
定
研
修
で
あ
る
。

講
師
は
鈴
木
昭
氏
で
効
果
的
な
講
義
ぶ
り
で
、
専
門
用
語
や

専
門
的
内
容
を
具
体
的
に
分
か
り
易
く
解
説
、
夜
ま
で
と
は
い

え
一
日
で
効
率
的
に
終
了
。
今
季
、
本
会
で
初
め
て
の
事
業
だ

っ
た
が
、
定
員
六
〇
名
が
満
席
と
な
っ
た
。

本
会
で
は
引
き
続
き
来
年
も
「
衛
生
」「
安
全
（
安
全
は
３

月
８
日
�
臨
時
開
催
）」
の
両
講
座
・
研
修
を
開
催
す
る
予
定
。

第
一
期
経
営
者
・
経
営
幹
部
養
成
講
座

全
二
講
を
開
催

本
会
で
は
今
季
始
め
て
の
主
催
事
業
と
し
て
、
表
記
講
座
を

�
Ｍ
Ｅ
Ｌ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
社
長
安
田
芳
樹
氏

を
講
師
に
第
一
講
を
九
月
一
六
日
�
、
第
二
講
を
一
〇
月
一
四

日
�
に
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
し
た
。
こ
れ
は
企
業
の

経
営
者
や
経
営
幹
部
を
対
象
に
、
予
測
の
難
し
い
今
日
、
激
変

す
る
環
境
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る「
戦
略
に
強
い
リ
ー
ダ
ー
」、

立
案
し
た
戦
略
を
実
践
す
る
「
実
行
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
」
の
育

成
を
目
指
し
て
、
経
営
層
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
効

果
的
に
学
ん
だ
も
の
。
講
義
は
も
と
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
討
議
も

含
め
て
効
果
的
な
講
習
と
な
っ
た
。

ご
参
加
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

イ
ハ
シ
・
吉
澤
宏
之
、
岩
堀
建
設
工
業
・
岩
堀
聡
司
、
行
電

サ
ー
ビ
ス
・
金
成
和
則
、
グ
ロ
リ
ア
ガ
ス
・
矢
下
義
則
、
コ
ン

フ
ィ
ア
ン
サ
税
理
士
法
人
・
上
前
朝
子
、
丸
広
百
貨
店
・
筒
井

規
善
、
千
田
一
、
鈴
木
成
、
杉
田
明
男
、
森
田
和
浩
、
テ
ィ
ー
・

ア
イ
・
シ
ー
・
栗
原
和
男

労
務
管
理
講
座「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

企
業
の
実
務
対
策
の
法
的
留
意
点
」開
催

一
一
月
一
〇
日
�
午
後
、
弁
護
士
・
山
中
健
児
氏
を
講
師
に

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
約
三
〇
名
を
集
め
て
開
催
し
た
。
こ

れ
は
人
事
・
労
務
管
理
に
焦
点
を
絞
り
、
企
業
と
し
て
の
対
応

を
検
討
し
た
も
の
。
講
師

は
結
果
回
避
努
力
義
務
を

問
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
積
極
的
に
対

応
す
べ
き
で
、
最
終
的
に

は
就
業
規
則
の
改
定
も
視

野
に
入
れ
る
べ
き
と
警
鐘

を
鳴
ら
さ
れ
た
。

本本
会会
主主
催催

秋秋
のの
各各
種種
講講
習習
会会
開開
催催

労
働
法
ゼ
ミ
第
一
講

樋
野
浩
平
講
師

労
働
法
ゼ
ミ
第
一
講

安
西
�
講
師

労
働
法
ゼ
ミ
第
二
講

渡
邊
岳
講
師

労
働
法
ゼ
ミ
第
三
講

木
下
潮
音
講
師

衛
生
管
理
者
講
座
・

臼
井
一
博
講
師

経
営
幹
部
養
成
講
座
・

安
田
芳
樹
講
師

労
務
管
理
講
座
・

山
中
健
児
講
師

― ５ ―
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こ
の
人
の
明
日
へ
の
挑
戦
は
「
笑
顔
と
夢
を
共
有
で
き

る
会
社
」。
そ
の
経
営
思
想
の
根
本
に
据
え
て
い
る
の
が

「
Ｃ
Ｓ
経
営
�
Ｅ
Ｓ
経
営
」
で
、「
Ｃ
Ｓ
は
顧
客
満
足
、

Ｅ
Ｓ
は
従
業
員
満
足
で
あ
る
が
、
私
は
〈
自
分
の
会
社
に

不
満
な
社
員
が
、
お
客
様
に
満
足
を
提
供
で
き
る
は
ず
が

な
い
〉
と
考
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
評
価
は
、
す
べ
て

お
客
様
が
決
め
る
こ
と
。
で
す
か
ら
、
Ｃ
Ｓ
経
営
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
先
ず
Ｅ
Ｓ
経
営
を
徹
底
す
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
」
と
言
い
切
る
。

昭
和
二
十
三
年
八
月
二
十
日
埼
玉
県
生
ま
れ
。
四
十
六

年
日
大
農
獣
医
学
部
を
中
退
、
現
相
談
役
の
父
・
元
吉
さ

ん
が
経
営
す
る
旭
運
輸
（
現
・
ア
サ
ヒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

�
）
に
入
社
。
三
年
後
の
四
十
九
年
四
月
一
日
、
ご
自
身

の
結
婚
披
露
宴
の
席
上
、
元
吉
さ
ん
は
突
然
「
こ
の
日
を

も
っ
て
、
経
営
か
ら
手
を
引
く
」
と
発
表
。
そ
の
爆
弾
発

言
に
よ
っ
て
、
即
日
二
十
六
歳
で
専
務
取
締
役
に
就
任
し
、

い
き
な
り
実
質
的
に
社
業
を
受
け
継
ぐ
。
六
十
二
年
四
月

代
表
取
締

役
と
な
り
、

平
成
十
三

（
二
〇
〇

一
）
年
社

名
を
『
ア

サ
ヒ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク

ス
�
』
に

変
え
、
十

七
年
四
月

創
業
五
十

周
年
を
機

に
代
表
取

締
役
会
長
。

他
に
関
連

会
社
各
代

表
取
締
役
・
会
長
、
団
体
役
員
の
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
副
会
長
、
同
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
等
、

数
多
く
の
役
職
を
兼
任
し
て
い
る
。

二
十
六
歳
で
い
き
な
り
父
の
社
長
業
を
継
ぐ

同
社
は
、
昭
和
二
十
年
十
月
元
吉
さ
ん
が
戦
中
勤
務
し

て
い
た
軍
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
一
台
の
払
い
下
げ
を
受
け
個
人

で
運
送
業
を
始
め
、
大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー
を
荷
主
に
原
乳

輸
送
を
開
始
。
三
十
年
一
月
ま
だ
ト
ラ
ッ
ク
保
有
台
数
五

台
と
い
う
時
期
、
個
人
企
業
か
ら
旭
運
輸
�
へ
。
会
社
組

織
に
し
た
の
は
社
員
に
誇
り
を
、
社
会
的
に
も
法
人
の
姿

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
気
持
ち
か
ら
と
い
い
、
こ
の
考
え
方
は

こ
れ
ま
で
懸
命
に
推
進
し
て
き
た
、
同
社
独
自
の
Ｅ
Ｓ
の

基
本
と
な
っ
て
い
る
。

「
父
か
ら
社
業
を
継
い
だ
の
は
、
ち
ょ
う
ど
四
十
八
年

十
月
に
始
ま
っ
た
第
一
次
石
油
危
機
の
後
に
当
た
る
。
こ

の
時
の
年
商
は
約
一
億
円
、
車
両
保
有
台
数
二
十
五
台
、

社
員
二
十
数
人
の
無
借
金
経
営
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

実
情
は
稼
働
中
の
車
両
は
ガ
タ
ガ
タ
、
社
屋
も
ボ
ロ
ボ
ロ
。

従
業
員
は
殆
ど
が
高
齢
化
し
、
経
営
資
源
す
べ
て
を
新
し

く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
た
」。

大
逆
風
と
な
っ
た
第
二
次
石
油
危
機

第
一
次
石
油
危

機
の
影
響
は
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
急
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
現
象
と
し
て
、
全
国
を
駆
け
め
ぐ
り
、
各
方
面
で

物
不
足
に
よ
る
諸
物
価
高
騰
の
動
き
が
進
ん
だ
が
、
こ
の

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
運
輸
業
、
と
り
わ
け
横
塚
さ
ん
に
は

「
神
風
」
と
な
り
、
さ
ほ
ど
の
営
業
努
力
も
な
い
ま
ま
に
、

運
賃
が
上
昇
、
限
界
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
苦
し
ん
で
い

た
経
営
が
楽
に
な
っ
た
。

輸
送
業
界
の
分
野
で
は
、
同
時
に
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・

シ
ス
テ
ム
構
築
の
動
き
が
台
頭
、
横
塚
さ
ん
は
そ
ん
な
時

代
背
景
を
バ
ネ
に
、
老
朽
化
し
た
ト
ラ
ッ
ク
を
保
冷
車
に

切
り
替
え
、
食
品
チ
ル
ド
輸
送
の
新
分
野
に
進
出
し
た
。

勿
論
、
新
車
の
導
入
、
施
設
の
整
備
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
増

員
等
、
大
き
な
投
資
は
、
殆
ど
を
借
入
金
で
賄
わ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
が
、
積
極
経
営
に
移
行
し
て
以
来
、
社
業
は

順
調
に
伸
び
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
」。

そ
れ
か
ら
六
年
後
、
第
二
次
石
油
危
機
の
到
来
で
、
同

社
は
大
き
な
試
練
に
見
舞
わ
れ
る
。
前
回
と
は
打
っ
て
変

っ
て
、
第
二
次
石
油
危
機
は
輸
送
業
界
に
と
っ
て
全
面
的

な
逆
風
と
な
っ
て
経
営
を
直
撃
。
輸
送
量
の
減
少
に
始
ま

っ
て
、
燃
料
費
の
急
騰
、
金
融
引
き
締
め
、
デ
ィ
ー
ラ
ー

か
ら
の
矢
の
催
促
と
い
っ
た
四
面
楚
歌
の
状
態
で
、
横
塚

さ
ん
は
手
形
決
済
を
四
か
月
も
ジ
ャ
ン
プ
さ
せ
て
貰
う
等
、

倒
産
寸
前
の
状
況
の
中
で
深
刻
な
自
己
否
定
を
味
わ
っ
た
、

ま
さ
に
真
っ
暗
闇
の
時
期
だ
っ
た
と
か
。

一
五
％
ル
ー
ル
で
対
前
年
マ
イ
ナ
ス
は
ゼ
ロ

横
塚
さ
ん
は
、「
過
去
三
十
五
年
間
、
経
営
は
順
風
満

帆
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
対
前
年
比
で
マ
イ
ナ
ス
は
一

度
も
経
験
し
て
い
な
い
」
と
い
う
。
ご
自
身
の
言
に
よ
れ

ば
、「
毎
月
々
々
、
お
客
様
に
料
金
を
頂
き
、
会
社
か
ら

は
給
料
を
貰
い
、
そ
れ
で
生
活
を
し
、
昨
日
よ
り
悪
く
な

る
の
が
お
か
し
い
と
い
う
の
が
私
の
信
念
で
、
会
社
を
特

に
大
き
く
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
別
に
な
い
。た
だ〈
昨

日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
〉
と
い
う
思
い
で
や
っ
て

き
た
。
三
位
一
体
の
経
営
、
つ
ま
り
良
い
お
客
様
、
良
い

社
員
に
恵
ま
れ
て
、
初
め
て
良
い
会
社
に
な
る
。
こ
れ
を

会
社
の
基
本
に
し
て
い
る
こ
と
で
、
対
前
年
比
を
下
回
ら

ず
、
結
果
的
に
三
十
五
年
間
で
年
商
は
一
五
〇
倍
の
一
五

〇
億
円
、
車
両
保
有
台
数
六
〇
〇
台
、
社
員
も
二
〇
〇
〇

名
以
上
の
会
社
に
成
長
で
き
た
」
と
い
う
。
因
み
に
運
送

会
社
は
全
国
で
六
万
三
〇
〇
〇
社
あ
る
が
、
車
両
保
有
台

数
五
〇
一
台
以
上
は
〇
・
〇
七
％
で
、
同
社
を
含
む
五
〇

社
以
内
と
か
。

平
成
十
七
年
四
月
、
横
塚
さ
ん
は
会
長
就
任
に
伴
い
、

新
社
長
に
バ
ト
ン
を
渡
す
際
、
会
社
が
一
層
進
化
い
く
為

の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
経
営
理
念
に
プ
ラ
ス
し

て
『
２
Ｅ
３
Ｓ
』
を
制
定
。
こ
の
２
Ｅ
（
エ
コ
ロ
ジ
ー
、

エ
コ
ノ
ミ
ー
）
３
Ｓ
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
、
ソ
フ
ト
、
シ
ン

プ
ル
）
の
具
体
的
実
践
と
し
て
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス

テ
ム
車
」
を
、
六
月
に
導
入
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
「
食
品
は
安
定
商
品
と
思
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
実
は
こ
れ
程
季
節
変
動
の
激
し
い
モ
ノ
は
な
く
、
夏

と
冬
の
食
べ
物
は
結
構
違
う
。
当
社
は
一
年
三
百
六
十
五

日
、
一
日
二
十
四
時
間
の
中
で
、
三
度
の
主
食
に
関
連
す

る
食
品
の
物
流
を
担
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
徹
底

し
て
や
ら
せ
て
貰
う
と
な
る
と
、
季
節
変
動
を
考
慮
し
、

一
社
へ
の
依
存
は
一
五
％
以
下
に
抑
え
、
集
中
さ
せ
な
い
、

そ
れ
が
大
原
則
で
あ
る
。
創
業
当
初
は
大
手
乳
業
メ
ー
カ

ー
に
殆
ど
を
依
存
、
中
に
は
七
〇
％
超
の
荷
主
も
あ
っ
た

が
、
そ
う
な
る
と
季
節
に
よ
っ
て
、
繁
忙
時
、
閑
散
時
が

同
一
時
期
に
集
中
し
、
業
務
が
平
準
化
で
き
ず
、
結
果
と

し
て
過
大
な
投
資
を
実
施
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
。」。

そ
う
い
う
体
験
を
し
た
こ
と
か
ら
、
経
営
は
バ
ラ
ン
ス

が
命
で
、
一
社
に
対
す
る
高
い
依
存
度
が
、
企
業
経
営
上
、

如
何
に
リ
ス
ク
の
高
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
気

付
き
、
ま
ず
は
三
〇
％
そ
し
て
徐
々
に
現
在
の
一
五
％
ル

ー
ル
に
切
り
替
え
た
。
根
拠
は
何
ら
か
の
事
情
で
顧
客
と

の
取
引
が
解
消
し
た
場
合
で
も
、
最
大
一
社
一
五
％
以
内

で
あ
れ
ば
、
十
分
に
カ
バ
ー
で
き
、
対
前
年
比
を
下
回
る

こ
と
が
な
い
か
ら
だ
っ
た
と
い
う
。

平
成
十
三
年
五
月
、
横
塚
さ
ん
は
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
中
で
最
年
少
の
五
十
二
歳
で
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
に
就
任
、
そ
の
後
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
も

兼
ね
て
い
る
が
、
今
後
の
業
界
に
つ
い
て
、
こ
う
展
望
す

る
。「

業
界
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
イ
ン
フ
ラ
の
一
部
に
組
み

込
ま
れ
た
産
業
の
一
部
だ
が
、
世
間
は
そ
う
し
た
位
置
づ

け
を
し
て
い
な
い
。
し
か
し
現
実
は
、
国
民
一
〇
〇
人
に

一
台
の
営
業
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
り
、
間
接
的
に
食
品
、
新
聞
、

郵
便
、
通
販
、
宅
急
便
、
引
っ
越
し
等
、
す
べ
て
を
含
め

年
間
一
人
一
〇
万
円
の
物
流
コ
ス
ト
を
負
担
し
て
い
る
。

俗
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
称
し
て
い
る
電
気
代
、
ガ
ス
代
、

水
道
代
も
こ
の
物
流
コ
ス
ト
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
の
が

実
情
で
あ
る
。

従
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
業
界
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
翼
を
担

っ
て
い
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し

た
認
識
と
責
任
の
下
、
二
十
一
世
紀
型
の
社
会
・
経
済
構

造
の
変
化
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。」

滑
川
町
在
住
で
両
親
と
妻
昌
枝
さ
ん
と
の
四
人
暮
ら
し
。

子
供
は
長
男
（
同
社
専
務
元
樹
氏
）
長
女
、
次
女
の
三
人

で
、
孫
が
五
人
。
趣
味
は
く
る
ま
、
ゴ
ル
フ
。

（
葛
）

ア
サ
ヒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

会

長

横

塚

正

秋
氏

― ６ ―
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昭
和
二
十
年
、
原
乳
の
配
送
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
当
社
は
、
会
社
設
立
以
来
五
十
年
余
り
に

わ
た
り
、
食
品
を
中
心
と
し
た
「
生
活
価
値
商

品
」
の
物
流
に
特
化
し
、
二
十
四
時
間
三
百
六

十
五
日
稼
動
体
制
の
も
と
、
関
東
一
円
に
十
四

ヵ
所
の
物
流
セ
ン
タ
ー
と
七
ヵ
所
の
営
業
所
を

配
し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
、
を
モ
ッ
ト

ー
に
お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
ジ
ャ
ス

ト
イ
ン
タ
イ
ム
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
食
品
の
安
全
・
品
質
に
対
す
る
選

別
の
目
が
一
層
厳
し
く
な
る
中
で
、
昼
夜
を
問

わ
ず
新
鮮
な
も
の
を
、
新
鮮
な
ま
ま
お
届
け
す

る
食
品
物
流
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
、
広
く

食
生
活
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
こ
の
十
年
間
で
運
送
会
社
か
ら
総

合
食
品
物
流
企
業
へ
と
変
化
を
し
、
お
客
様
に

一
、
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

二
、
ロ
ー
プ
ラ
イ
ス

三
、
ベ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
を
使
命
に
、
独
自
の
総
合
物

流
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
商
品
の
保
管
、

仕
分
け
、
流
通
加
工
、
配
送
、
そ
し
て
受
注
発

注
管
理
を
中
心
と
す
る
商
流
の
一
部
ま
で
、
物

流
全
体
を
幅
広
く
き
め
細
か
く
捉
え
、
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
企
業
と
し
て
本
物
の
サ
ー
ビ
ス
を
追

求
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
創
業
以
来
、「
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
）

�
Ｅ
Ｓ
（
社
員
満
足
）」
を
経
営
の
キ
ー
ワ
ー

ド
に
掲
げ
、「
会
社
に
満
足
し
て
い
る
社
員
の

み
が
お
客
様
に
十
分
な
満
足
感
を
提
供
で
き

る
」
と
い
う
考
え
方
を
経
営
の
基
本
に
置
い
て

い
ま
す
。
当
社
の
商
品
は
、
物
流
と
い
う
目
に

見
え
な
い
サ
ー
ビ
ス
あ
り
、
そ
の
商
品
を
作
り

出
し
て
い
る
の
は
直
接
お
客
様
に
接
す
る
社
員

一
人
一
人
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
社
員
が
明

る
く
気
分
良
く
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
社
員
の
た
め
の
社

内
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
毎
年
一
月
に
開
催

さ
れ
る
「
安
全
初
夢
大
会
」
が
あ
り
ま
す
。
事

故
削
減
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
原
資
と
し
て

最
も
優
秀
な
社
員
一
名
に
乗
用
車
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
る
他
、
豪
華
賞
品
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
安
全
が
何
よ
り
求
め
ら
れ
る

業
界
に
あ
っ
て
、
社
員
一
人
一
人
の
帰
属
意
識

を
高
め
、
安
全
を
確
保
す
る
上
で
も
Ｅ
Ｓ
が
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

ア
サ
ヒ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
し
て
掲

げ
て
い
る
「
２
Ｅ
３
Ｓ
」
も
当
社
の
経
営
理
念

を
表
現
し
た
も
の
で
す
。「
日
本
一
安
全
で
高

品
質
な
会
社
づ
く
り
」
を
目
指
し
、「
２
Ｅ
３

Ｓ
」
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
地
球
環
境
を
考
え
た
経

営
）
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
・
省
力

化
）
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
（
安
全
を
追
求
し
、
徹
底

し
て
事
故
を
無
く
す
）
ソ
フ
ト
（
社
会
・
お
客

様
・
社
員
に
優
し
く
）
シ
ン
プ
ル
（
仕
組
み
を

よ
り
簡
単
に
）
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
と
い

う
観
点
か
ら
、
地
球
環
境
問
題
・
交
通
安
全
に

は
今
後
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
参

り
ま
す
。
本
年
八
月
に
は
、
十
六
拠
点
に
お
い

て
、
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
を
取
得
。
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
の
積
極
導
入
や
ビ
デ
オ
付
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
等
を
活
用
し
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
よ

る
排
出
ガ
ス
の
削
減
、
あ
わ
せ
て
全
サ
ー
ビ
ス

ド
ラ
イ
バ
ー
が
取
得
し
た
社
内
免
許
制
度
「
ア

サ
ヒ
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
イ
セ
ン
ス
」
と
の
相
乗
効

果
に
よ
り
、
交
通
事
故
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
安
全
運
行
に
不
可
欠

な
ア
サ
ヒ
型
Ａ
Ｓ
Ｖ
（
先
進
安
全
自
動
車
）
の

機
能
充
実
の
為
の
研
究
を
こ
れ
ま
で
同
様
に
力

を
入
れ
て
参
り
ま
す
。

物
流
は
国
民
生
活
を
支
え
る
「
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
」
の
一
翼
を
担
い
、
国
民
百
人
に
対
し
一
台

の
ト
ラ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。今

後
も
当
社
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

お
客
様
の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る

総
合
食
品
物
流
企
業
と
し
て
一
層
の
研
鑽
を
重

ね
て
参
り
ま
す
。

【
会
社
概
要
】

商

号
�
ア
サ
ヒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会

社

設

立
�
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
一
月

本

社
�
比
企
郡
嵐
山
町
花
見
台
七
―
一

売
上
高
�
一
五
十
億
円
（
二
〇
〇
九
年
三
月

期
）

従
業
員
数
�
二
、二
二
〇
名
（
二
〇
〇
九
年
九

月
末
）

事
業
種
目
�
一
般
貨
物
自
動
車
運
送

主
た
る
輸
送
貨
物
�
チ
ル
ド
・
生
鮮
・
冷
凍
・

加
工
の
食
品
、
住
居
関
連

商
品
、
牛
乳
・
鶏
卵
・
清

涼
飲
料
水
、
そ
の
他
食
品

全
般

車
両
保
有
台
数
�
六
百
台

会員企業紹介

「「
生生
活活
価価
値値
商商
品品
」」
のの
物物
流流

特特
化化
でで
広広
くく
食食
生生
活活
にに
貢貢
献献

アサヒロジ
スティクス

本
社
・
花
見
台
物
流
セ
ン
タ
ー

狭
山
物
流
セ
ン
タ
ー

ソ
ー
タ
ー

積
極
的
に
導
入
し
て
い
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

― ７ ―
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今
年
で
記
念
の
三
十
回
目
を
迎
え
た

「
小
笠
原
〜
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
〜

洋
上
研
修
」
の
小
笠
原
洋
上
・
島
内
研

修
が
十
月
一
日
〜
六
日
の
六
日
間
で
実

施
さ
れ
、
本
会
利
根
忠
博
会
長
も
名
誉

団
長
と
し
て
同
行
、
研
修
生
三
八
名
、

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
五
〇
名
で
編
成
さ
れ

た
研
修
団
が
往
復
の
船
内
研
修
と
小
笠

原
村
・
父
島
で
の
研
修
や
記
念
事
業
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
通
り
終
了
し

た
。竹

芝
桟
橋
か
ら
の
出
航
を
前
に
小
笠

原
定
期
船
「
お
が
さ
わ
ら
丸
」（
六
七

〇
〇
ト
ン
）
を
眼
の
前
に
臨
む
埠
頭
公

園
で
行
わ
れ
た
出
航
式
で
は
、
ま
ず
、

利
根
名
誉
団
長
が
、「
こ
の
研
修
は
自

ら
が
き
づ
き
、
ふ
り
か
え
り
、
そ
し
て

自
己
革
新
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
て

い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
も
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
、
続
い
て
研
修
団
長
の
朝
川

哲
一
組
織
文
化
工
学
研
究
所
代
表
、
柴

田
隆
至
小
笠
原
海
運
�
常
務
取
締
役
が

あ
い
さ
つ
し
た
。
さ
ら
に
、
大
久
保
尚

禎
ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
執

行
役
員
総
括
本
部
業
務
部
長
か
ら
見
送

り
の
方
を
代
表
し
て
激
励
の
言
葉
を
い

た
だ
き
、
三
国
雅
裕
本
会
専
務
理
事
が
、

「
こ
の
研
修
は
一
生
に
一
度
で
き
る
か

ど
う
か
の
貴
重
な
経
験
。
派
遣
企
業
に

感
謝
し
、
こ
の
機
会
を
有
効
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
見
送
り
の
言
葉

を
述
べ
閉
式
、
お
が
さ
わ
ら
丸
は
定
刻

十
時
に
竹
芝
を
出
航
し
た
。

片
道
二
五
時
間
半
の
航
海
を
経
て
、

小
笠
原
・
父
島
に
は
翌
十
月
二
日
の
正

午
前
に
到
着
し
た
。
往
き
の
洋
上
研
修

で
は
、
利
根
名
誉
団
長
が
「
日
本
経
済

の
展
望
と
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
最
近
の

経
済
状
況
や
日
本
の
課
題
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
基
調
講
演
、
こ
れ

か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
感
受
性
や
直

感
力
な
ど
の
感
性
が
求
め
ら
れ
、
人
に

好
意
を
も
た
れ
る
秘
訣
と
し
て
は
笑
顔

の
効
用
な
ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

研
修
生
は
、
六
〜
七
名
で
一
チ
ー
ム

と
な
り
、
六
日
間
寝
食
を
共
に
す
る
。

往
路
船
内
研
修
で
、「
チ
ー
ム
活
動
の

目
標
設
定
」
や
「
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド

の
作
成
・
交
換
�
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
実
習
」
な
ど
を
行
い
、
小
笠
原

父
島
到
着
後
は
、
三
十
周
年
記
念
と
し

て
小
笠
原
の
環
境
保
護
活
動
に
触
れ
る

「
エ
コ
ツ
ア
ー
体
験
」
を
小
笠
原
村
の

ご
協
力
の
も
と
実
施
し
、
自
然
環
境
保

護
と
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

ま
た
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
」
や
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ

ン
テ
ス
ト
」
な
ど
の
体
験
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

必
要
性
、
問
題
解
決
能
力
な
ど
を
体
感

し
た
。

十
月
三
日
に
船
客
待
合
所
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
た
「
小
笠
原
洋
上
研
修

三
十
周
年
記
念
現
地
交
歓
会
」
に
は
、

小
笠
原
村
役
場
、
小
笠
原
村
議
会
、
小

笠
原
村
商
工
会
、
小
笠
原
村
観
光
協
会

な
ど
の
関
係
団
体
か
ら
幹
部
や
職
員
が

参
加
。
そ
し
て
、
見
事
な
踊
り
や
太
鼓

を
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
小
笠
原
太
鼓
、
南
洋
踊
り
保
存
会

な
ど
の
団
体
を
含
め
約
一
〇
〇
名
が
参

加
し
、
例
年
に
も
増
し
て
盛
大
な
会
と

な
っ
た
。

現
地
交
歓
会
の
冒
頭
で
は
、
三
〇
周

年
を
記
念
し
、
森
下
一
男
小
笠
原
村
村

長
か
ら
感
謝
状
が
、
安
藤
光
一
小
笠
原

村
商
工
会
会
長
か
ら
は
ク
ジ
ラ
の
置
き

物
が
利
根
名
誉
団
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

会
で
は
研
修
団
員
と
小
笠
原
村
の
方
が

和
や
か
に
談
笑
す
る
場
面
が
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
、
南
洋
踊
り
で
は
研
修
団
員

も
飛
び
入
り
で
参
加
す
る
な
ど
、
楽
し

く
有
意
義
な
交
流
会
と
な
っ
た
。

十
月
五
日
の
父
島
出
航
日
に
は
、「
小

笠
原
洋
上
研
修
三
十
周
年
記
念
植
樹
」

と
し
て
、
村
有
地
に
レ
モ
ン
の
苗
木
を

植
え
る
植
樹
式
が
行
わ
れ
た
。
出
航
直

前
に
は
研
修
団
の
記
念
撮
影
を
行
い
、

お
が
さ
わ
ら
丸
は
竹
芝
へ
向
け
出
航
し

た
。復

路
の
洋
上
船
内
研
修
で
は
、「
ふ

り
か
え
り
研
修
」、「
研
修
で
の
成
果
と

反
省
」、「
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・

交
換
�
」、「
総
活
」
な
ど
を
行
い
、
小

笠
原
洋
上
・
島
内
研
修
に
関
す
る
成
果

と
反
省
点
に
つ
い
て
ふ
り
か
え
っ
た
。

二
十
五
時
間
半
の
船
旅
を
終
え
、
十

小小
笠笠
原原
〜〜
きき
づづ
きき
・・
ふふ
りり
かか
ええ
りり
〜〜
洋洋
上上
研研
修修

３０
周
年
迎
え
父
島
で
記
念
事
業

名名名
誉誉誉
団団団
長長長
ととと
ししし
ててて
利利利
根根根
会会会
長長長
同同同
行行行

１０月５日 父島出航前の記念撮影

― ８ ―
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小小
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上上
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第第
３３００
次次
研研
修修
日日
程程
・・
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
等等

月
六
日
、
午
後
三
時
三
十
分
過
ぎ
に
竹

芝
桟
橋
に
到
着
し
、
今
次
研
修
団
は
解

散
し
た
。

後
日
、
日
本
列
島
を
縦
断
し
、
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
十
八
号
の

影
響
も
あ
り
、
海
上
は
多
少
の
う
ね
り

は
あ
っ
た
も
の
の
、
小
笠
原
滞
在
中
は

晴
天
に
恵
ま
れ
、
真
夏
の
よ
う
な
日
差

し
に
よ
り
メ
ン
バ
ー
（
参
加
者
）
は
日

に
日
に
黒
く
日
焼
け
し
、
秋
雨
模
様
の

東
京
都
内
に
は
不
釣
り
合
い
な
顔
で
降

り
立
っ
た
。

小
笠
原
村
の
絶
大
な
ご
協
力
も
あ
り
、

三
十
周
年
の
記
念
と
な
っ
た
今
次
洋

上
・
島
内
研
修
の
六
日
間
も
無
事
に
計

画
通
り
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
紙
面

を
お
借
り
し
ま
し
て
、
支
え
て
頂
い
た

派
遣
企
業
、
協
賛
団
体
・
企
業
、
研
修

ス
タ
ッ
フ
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

な
お
、
十
一
月
二
日
に
は
、
こ
の
研

修
の
最
後
と
な
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
（
第
四
回
集
合
研
修
）
が
行
わ
れ
、

こ
こ
に
は
、
派
遣
企
業
の
総
務
人
事
担

当
者
の
方
や
、
メ
ン
バ
ー
の
直
属
上
司

の
方
に
も
参
加
い
た
だ
い
た
。

こ
の
研
修
は
、
本
会
が
「
次
代
を
担

う
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
職

場
リ
ー
ダ
ー
や
リ
ー
ダ
ー
候
補
を
対
象

に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
中
心
の
体
験
・
自
己
参
画
型
研

修
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

全
国
で
も
稀
な
六
カ
月
と
い
う
長
期

間
で
実
施
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
基
本
を
事
前
研
修
で
学

び
、
さ
ら
に
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
を

世
界
遺
産
登
録
申
請
中
の
「
小
笠
原
」

と
い
う
非
日
常
空
間
で
体
験
的
に
学
習

す
る
。
参
加
企
業
は
今
次
も
含
め
て
過

去
一
七
〇
事
業
所
、
参
加
者
は
二
、
〇

〇
〇
名
を
数
え
る
。

実
施
期
間
�
平
成
二
十
一
年
六
月
〜
十

一
月

研
修
団
派
遣
地
�
東
京
都
小
笠
原
村
・

父
島

研
修
使
用
船
�
小
笠
原
海
運
�
お
が
さ

わ
ら
丸

六
、
七
〇
〇
ト
ン

参
加
者
�
二
十
四
社
・
三
十
八
名

第
三
十
次
洋
上
研
修
団
�
五
十
名

協
賛
�
小
笠
原
村
、
小
笠
原
村
商
工
会
、

小
笠
原
村
観
光
協
会
、
小
笠
原
村
ホ
エ

ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
、
産
業
能
率

大
学
、
日
本
通
運
東
京
旅
行
支
店
、
小

笠
原
海
運
（
順
不
同
）

六
月
〜

通
信
教
育
受
講
・
提
出

◇
第
一
回
集
合
研
修
・
七
月
二
十
七
日

＊
開
講
式

＊
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

＊
個
人
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
作
成

＊
個
人
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
発
表

＊
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
講
義
「
期
待
さ

れ
る
リ
ー
ダ
ー
像
」
〜
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク

◇
第
二
回
集
合
研
修
・
八
月
二
十
四
日

＊
講
義
と
演
習

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
（
管
理
行

動
の
基
本
）」

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
（
問
題
解
決

の
す
す
め
方
、
効
果
的
な
部
下
指

導
）」

「
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
�
」

＊
通
信
教
育
・
学
習
の
す
す
め
方
、

ポ
イ
ン
ト
説
明

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
�

◇
第
三
回
集
合
研
修
・
九
月
十
七
日

＊
チ
ー
ム
づ
く
り

＊
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
個
人
目
標
・

チ
ー
ム
目
標
の
考
え
方
」

＊
講
義

「
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
�
」

「
小
笠
原
の
自
然
と
エ
コ
ツ
ア
ー
」

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
吉
井
信
秋
氏

＊
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
解
説
�

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
�

◇
小
笠
原
洋
上
・
島
内
研
修
・
十
月
一

日
〜
六
日
（
六
日
間
）

十
月
一
日
�

＊
出
航
式
〜
竹
芝
桟
橋
出
航

＊
基
調
講
演
「
日
本
経
済
の
展
望
と

こ
れ
か
ら
」
利
根
名
誉
団
長

＊
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

＊
「
チ
ー
ム
活
動
の
目
標
設
定
�
」

個
人
目
標
・
チ
ー
ム
目
標
設
定
〜

約
束
宣
言
（
発
表
）

十
月
二
日
�

＊
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交

換
�

＊
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習
」

〜
絵
に
よ
る
伝
達
〜

…
…
父
島
・
二
見
桟
橋
着
…
…

＊
エ
コ
ツ
ア
ー
、
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
体

験
十
月
三
日
�

＊
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
解
説
�
」

＊
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

＊
三
十
周
年
記
念
現
地
交
歓
会

＊
ラ
リ
ー
表
彰
式

十
月
四
日
�

＊
課
外
活
動

十
月
五
日
�

＊
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト

＊
三
十
周
年
記
念
植
樹

…
…
父
島
出
航
…
…

＊
お
が
さ
わ
ら
丸
船
内
見
学

＊
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ふ
り
か
え

り
」

＊
「
研
修
で
の
成
果
と
反
省
�
」
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
評
価

十
月
六
日
�

＊
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト
の

ふ
り
か
え
り
」

＊
「
研
修
で
の
成
果
と
反
省
�
」
チ

ー
ム
目
標
の
ふ
り
か
え
り

＊
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交

換
�

＊
チ
ー
ム
目
標
ふ
り
か
え
り
の
発
表

＊
「
行
動
開
発
計
画
表
」
解
説

＊
「
総
括
・
ま
と
め
」
〜
解
団
式

…
…
竹
芝
桟
橋
着
・
下
船
…
…

◇
第
四
回
集
合
研
修
・
十
一
月
二
日

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
〜
職
場
実
践

へ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
〜

＊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ふ
り
か
え
り
研
修
」

＊
講
義

「
部
下
を
育
て
る
リ
ー
ダ
ー
行
動
」

＊
講
義
・
発
表

「
行
動
開
発
計
画
表
の
発
表
」

＊
「
ま
と
め
・
総
活
」

＊
通
信
教
育
修
了
式

＊
洋
上
研
修
修
了
式

＊
第
三
十
次
修
了
パ
ー
テ
ィ

１０
月
１
日

出
航
式

７
月
２７
日

開
講
式

― ９ ―



第３０次小笠原洋上研修参加者名簿 企業名５０音順

参加者

湯原 義久

植村 敬仁

佐藤 武仁

岩瀬 裕暁

肥後 光徳

小名木則行

野本 真広

久保原辰徳

磯部 慎

神山 真弥

永躰 政典

岡村 可奈

小林 紘子

栗原 聡美

鈴木 一郎

三輪 幸一

内野 保

内藤 慎吾

坂本 昌亮

小谷中智史

小指 進一

永井 秀一

江越 栄

渡井 大介

藤井 裕司

星野 秀一

原 武之

野本 剛大

田島 康晴

狩野 勝

須永 明

椎屋 博光

越田 隆志

島田 博

加藤 敏隆

中田 和男

大野 和彦

森田 一史

企 業 名

アイル・コーポレーション�

アイル・コーポレーション�

�朝日ラバー

AGS�

AGS�

�NTT 東日本－埼玉

関東自動車�

�久保田製作所

クリーンシステム�

埼玉県信用保証協会

埼玉県信用保証協会

埼玉県信用保証協会

埼玉県信用保証協会

�埼玉りそな銀行

サイデン化学�

サイデン化学�

坂戸ガス�

坂戸ガス�

�太洋社印刷所

�デサン

東京電力�埼玉支店

�トッパングラフィック

�トッパンコミュニケーションプロダクツ

トッパンディスプレイ�

トッパンディスプレイ�

中原建設�

�日本キャンパック

�日本キャンパック

�日本キャンパック

�日本キャンパック

�日本キャンパック

日本通運�埼玉支店

日本通運�埼玉支店

初雁興業�

�ビージーエンジニアリング

武州ガス�

武州ガス�

武州産業�

第３０次小笠原洋上研修名誉団長・スタッフ名簿

所 属 ・ 役 職

�埼玉県経営者協会 会長

組織文化工学研究所 代表

�オレンヂファーム 専務取締役

ウェルネス コーディネーター

東京電力�埼玉支店

日本通運�東京旅行支店

日本通運�首都圏旅行支店

小笠原海運�

�産業能率大学 東日本事業部

�埼玉県経営者協会

�埼玉県経営者協会

�埼玉県経営者協会

氏 名

利根 忠博

朝川 哲一

中川 健二

渡辺 浩子

関和 愛

阿部 雅一

明石 勇

相田 高志

森川 泰

宮田 信久

鈴木 孝幸

町田 恭子

役 割

名 誉 団 長

講師・団長

講 師

〃

研修・運営

〃

〃

〃

通 信 教 育

事 務 局

〃

〃

第
３０
次
ス
タ
ッ
フ

８
月
２４
日

第
２
回
集
合
研
修

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
議
」

１０
月
１
日

往
路
洋
上
研
修

「
チ
ー
ム
目
標
の
設
定
」

―１０―



１０
月
３
日

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

ゴ
ー
ル
シ
ー
ン

１０
月
３
日

安
藤
商
工
会
会
長
よ
り

利
根
会
長
�左
に
記
念
品
贈
呈

１０
月
５
日

記
念
植
樹
後
の
記
念
撮
影

１０
月
６
日

復
路
洋
上
研
修

「
チ
ー
ム
目
標
の
ふ
り
か
え
り
」

１０
月
２
日

エ
コ
ツ
ア
ー
を
体
験

１０
月
３
日

３０
周
年
記
念
現
地
交
歓
会
に
て

森
下
村
長
よ
り
利
根
会
長
へ
感
謝
状
贈
呈

１０
月
５
日

３０
周
年
記
念
植
樹

１０
月
５
日

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト

―１１―



埼
玉
県
の
最
低
賃
金

（
平
成
２
１
年
度
）

埼
玉
県
最
低
賃
金

時
間
額
（
円
）

埼
玉
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
（
下
記
の

「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
る
人
を

除
く
。）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

発
効
日

7
3
5

２
０
．１
０
．１
７

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

時
間
額
（
円
）

次
の
人
達
に
は
、
上
記
の
「
埼
玉
県
最
低
賃

金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

発
効
日

非
鉄
金
属
製
造
業

（
非
鉄
金
属
第
１
次
製
錬
・
精
製
業
、
非
鉄
金
属
素

形
材
製
造
業
及
び
そ
の
他
の
非
鉄
金
属
製
造
業
を
除

く
。）

8
1
0

１
．
１
８
歳
未
満
又
は
６
５
歳
以
上
の
者

２
．
雇
入
れ
後
３
月
未
満
の
も
の
で
あ
っ
て
、

技
能
習
得
中
の
も
の

３
．
清
掃
又
は
片
付
け
の
業
務
や
手
作
業
に

主
と
し
て
従
事
す
る
者

４
．
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
手
作
業
に
よ
る

包
装
、
袋
詰
め
、
箱
詰
め
又
は
運
搬
の

作
業
に
主
と
し
て
従
事
す
る
者

２
１
．１
２
．１
０

（
予
定
）

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

（
医
療
用
計
測
器
製
造
業
（
心
電
計
製
造
業
を
除

く
）
を
除
く
。）

8
1
4

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

（
産
業
用
運
搬
車
両
・
同
部
分
品
・
付
属
品
製
造
業

及
び
そ
の
他
の
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
（
自
転

車
・
同
部
分
品
製
造
業
を
除
く
）
を
除
く
。）

8
2
5

光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
時
計
・
同
部
分
品
製

造
業

8
2
2

各
種
商
品
小
売
業

（
衣
・
食
・
住
に
わ
た
る
各
種
の
商
品
を
小
売
す
る

事
業
が
該
当
す
る
。）

7
8
5

自
動
車
小
売
業

（
二
輪
自
動
車
小
売
業
（
原
動
機
付
自
転
車
を
含

む
）
を
除
く
。）

8
2
4

（
注
１
）
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
時
間
外
・
深
夜
・
休
日
手
当
、
臨
時
又
は
１
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
２
）
著
し
く
労
働
能
力
が
低
い
人
な
ど
に
つ
い
て
、
埼
玉
労
働
局
長
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、
最
低
賃
金
の
特
例
許
可
金
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

埼
玉

労
働

局

― １２―



青
年
経
営
者
部
会
の
九
月
例
会
が
九
月

十
七
日
�
午
後
、「
黒
豚
劇
場
川
口
入
り

口
店
」
に
お
い
て
十
九
名
が
参
加
し
、
第

三
回
経
営
研
究
会
と
懇
親
会
の
二
部
構
成

に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
の
講
演
は
株
式
会
社
ひ
び
き
の

代
表
取
締
役
社
長
、
日
疋
好
春
氏
に
よ
り

行
わ
れ
、
島
村
健
副
部
会
長（
島
村
工
業
・

社
長
）
の
司
会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
た
。

最
初
に
古
川
元
一
部
会
長
（
川
口
土
木

建
築
工
業
・
社
長
）
が
開
会
の
挨
拶
を
行

っ
た
。

日
疋
好
春
氏
の
経
営
す
る
「
�
ひ
び

き
」
は
、
豚
肉
く
し
焼
き
の
持
ち
帰
り
店

を
チ
ェ
ー
ン
展
開
し
、
さ
ら
に
飲
食
店
を

備
え
た
業
態
も
経
営
し
、
店
舗
数
は
二
十

店
舗
を
数
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
食

材
、
厨
房
の
機
器
も
埼
玉
の
も
の
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
当
店
自
慢
の

「
秘
伝
み
そ
だ
れ
」
は
０８
年
世
界
食
品
品

評
会
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
最
高
金

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
世
界
に
自
慢
で
き
る
地
元

の
名
物
を
つ
く
り
、
地
域
の
活
性
化
に
助

力
す
る
と
い
う
事
業
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
一
、
正
直
で
楽
し
い
商
い
を
心
掛

け
る
。
二
、「
人
に
良
い
物
」
と
書
い
て

「
食
べ
物
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

三
、私
た
ち
が
傍
を
楽
す
る（
は
た
ら
く
）

事
を
創
造
で
き
る
企
業
（
集
団
）
で
あ
る
。

と
考
え
る
に
至
っ
た
激
動
の
そ
し
て
驚
愕

の
歴
史
を
語
っ
た
。

そ
れ
は
、
高
校
三
年
の
時
、
祖
母
の
告

別
式
を
父
親
に
か
け
ら
れ
た
不
当
な
債
務

を
、
悪
質
な
債
権
取
り
立
て
業
者
に
妨
害

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

父
親
か
ら
「
毎
月
百
万
円
を
家
に
い
れ

て
く
れ
」
と
言
わ
れ
、
そ
こ
で
、
個
人
で

イ
ベ
ン
ト
・
催
事
の
請
負
や
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
始
め
、
収
入
は
生
活
費
を
除
き
父

親
に
送
金
す
る
日
々
が
続
い
た
。
あ
る
時
、

物
産
展
で
ブ
ー
ス
が
埋
ま
ら
ず
、
自
ら
や

き
と
り
・
や
き
ト
ン
の
ブ
ー
ス
を
運
営
し

好
評
を
得
、
そ
の
後
、
テ
ン
ト
を
張
っ
て

最
初
の
店
を
始
め
た
。

氏
が
二
十
歳
の
時
に
、
個
人
か
ら
法
人

化
し
た
た
め
、
支
払
い
が
数
カ
月
後
と
な

り
、
運
転
資
金
が
枯
渇
し
、
そ
の
た
め
、

日
銭
の
入
る
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
Ｆ
Ｃ
を
開

店
し
た
が
、
土
壇
場
で
融
資
が
出
ず
、
悪

質
な
金
融
業
者
に
接
触
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
後
、
資
金
調
達

で
大
変
な
苦
労
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
そ
れ
を
救
っ
た
の
が
、
川
越
商

工
会
議
所
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
日
本
政
策
金

融
公
庫
の
融
資
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
、

資
金
調
達
も
経
営
も
軌
道
に
乗
り
、
堅
調

に
推
移
し
て
い
る
。

改
め
て
、
お
客
様
を
見
て
み
る
と
、
地

元
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
名
物
は
、
地

元
の
食
材
、
地
元
の
機
械
メ
ー
カ
ー
が
つ

く
っ
た
設
備
・
グ
リ
ル
で
や
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
が
、
地
域
の
振
興
や
雇
用
の
維

持
に
つ
な
が
る
と
話
さ
れ
た
。

米
国
で
は
や
き
と
り
は
、
寿
司
、
て
ん

ぷ
ら
に
次
ぐ
評
価
が
あ
り
、
今
後
の
発
展

の
可
能
性
を
語
り
、
講
演
を
結
ば
れ
た
。

そ
の
後
、
町
田
渉
幹
事
（
狭
山
モ
ー
タ

ー
ス
ク
ー
ル
・
社
長
）
か
ら
謝
辞
が
あ
り

第
一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
談
会
は
、
�
嶋
英
司
幹
事

（
シ
ー
エ
ス
サ
ー
ビ
ス
・
社
長
）の
司
会
・

進
行
で
執
り
行
わ
れ
、
吉
野
寛
治
特
別
会

員
（
吉
野
電
化
工
業
・
社
長
）
の
乾
杯
で

始
ま
り
、
ひ
び
き
で
の
懇
談
が
和
気
藹
々

と
続
き
、
松
本
伸
一
郎
副
部
会
長
（
松
本

商
会
・
社
長
）
の
閉
会
挨
拶
で
お
開
き
と

な
っ
た
。

厚
生
労
働
省
は
、二
〇
〇
九
年
九
月
一
八
日「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
連
し
て
労
働
者
を
休
業

さ
せ
る
場
合
の
労
働
基
準
法
上
の
問
題
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
」
を
Ｈ
Ｐ
上
に
掲
載
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
労
働
者
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し

た
た
め
に
休
業
さ
せ
る
場
合
は
、
病
気
欠
勤
で
あ

る
か
ら
、
一
般
的
に
は
「
使
用
者
の
責
に
帰
す
べ

き
事
由
に
よ
る
休
業
」
に
該
当
し
な
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
休
業
手
当
を
支
払
う
必
要
は
な
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
者
の

近
く
に
お
り
、
濃
厚
接
触
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
休
ま
せ
る
場
合
、
及
び
労
働
者
の
家
族
が
感

染
し
た
た
め
そ
の
労
働
者
を

休
業
さ
せ
る
場
合
は
、
会
社

は
休
業
手
当
を
支
払
う
必
要

が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
が
「
保
健
所
に
よ
る
協
力

要
請
等
に
よ
り
労
働
者
を
休

業
さ
せ
る
場
合
は
、
一
般
的

に
は
『
使
用
者
の
責
に
帰
す

べ
き
事
由
に
よ
る
休
業
』
に
該
当
し
な
い
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
休
業
手
当
を
支
払
う
必
要
は
な

い
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、「
保
健
所
に
よ
る
協
力
要
請
の
範
囲

を
超
え
て
休
業
さ
せ
る
場
合
や
使
用
者
の
自
主
的

判
断
で
休
業
さ
せ
る
場
合
や
、
使
用
者
の
自
主
的

判
断
で
休
業
さ
せ
る
場
合
に
は
、
一
般
的
に
『
使

用
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
休
業
』
に
当

て
は
ま
り
、休
業
手
当
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
。」

と
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、「
保
健
所
等
に
よ
る
協
力
要
請

等
に
よ
り
労
働
者
を
休
業
さ
せ
る
」
か
ど
う
か
、

使
用
者
の
労
基
法
第
二
六
条
に
よ
る
平
均
賃
金
の

六
〇
％
以
上
の
休
業
手
当
の
支
給
の
有
無
を
左
右

す
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、「
都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
に
か

か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ

る
者
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
期
間

内
に
お
い
て
、
当
該
者
の
居
宅
又
は
こ
れ
に
相
当

す
る
場
所
か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該

感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。」、「
協
力
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、

こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」（
感
染
症
法
第
四
四
条
の
三
、
第
二
項
・
三

項
）
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の

無
症
状
病
原
体
保
有
者
や
疑
似
症
患
者
で
あ
っ
て

当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る

正
当
な
理
由
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
と
み
な
し
て
、

こ
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

判
断
は
医
師
に
よ
る
。
医
師
は
こ
れ
ら
の
者
を
最

寄
り
の
保
健
所
長
を
経
由
し
て
都
道
府
県
知
事
に

届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
こ

れ
ら
の
措
置
の
実
施
事
務
は
保
健
所
長
が
行
う
こ

と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
感
染
症
法
で
は
い
わ
ゆ

る
濃
厚
接
触
者
に
つ
い
て
の
外
出
禁
止
等
の
直
接

措
置
の
規
定
は
な
く
、「
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項
」
に
つ
い
て
の

「
基
本
的
な
指
針
」
を
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
、

都
道
府
県
知
事
は
基
本
指
針
に
即
し
て
、「
地
域

の
実
情
の
即
し
た
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の

防
止
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項
」
を
行
い
、

「
予
防
計
画
」
を
定
め
、
そ
れ
に
よ
り
対
応
す
る

の
で
い
わ
ゆ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
措
置
と
な

ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
実
務
上
の
権
限
は
内
部
委
託
に

よ
り
保
健
所
長
が
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で

保
健
所
長
が
ど
ん
な
協
力
要
請
を
地
域
の
住
民
や

企
業
等
に
行
う
か
が
、
企
業
の
労
働
者
の
賃
金
支

給
を
左
右
す
る
と
い
う
重
大
な
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

保
健
所
の
要
請

弁
護
士

安
西

�

青
年
部
会

九
月
例
会

や
き
ト
ン
の「
ひ
び
き
」で
開
催

開
会
の
挨
拶
を
す
る
古
川
元
一
部
会
長

講
演
す
る
ひ
び
き
の
日
疋
好
春
社
長

―１３―
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日
本
地
工
株
式
会
社
と
い
え
ば
、

わ
が
国
で
初
め
て
打
込
式
ア
ン
カ
ー

の
実
用
化
に
成
功
し
た
業
界
の
パ
イ

オ
ニ
ア
で
あ
り
、
い
ま
や
全
国
の
電

力
、
及
び
通
信
施
設
の
需
要
の
大
半

を
占
め
て
い
る
。

そ
の
日
本
地
工
が
都
市
緑
化
技
術

開
発
機
構
主
催
の
第
八
回
屋
上
・
壁

面
・
特
殊
緑
化
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
の

壁
面
・
特
殊
緑
化
部
門
に
お
い
て「
国

土
交
通
大
臣
賞
」
を
昨
年
の
「
日
本

経
済
新
聞
社
賞
」
に
引
続
き
本
年
十

月
に
受
賞
し
た
。
緑
化
部
門
の
歴
史

が
十
三
年
と
浅
い
に
も
拘
ら
ず
そ
の

連
続
受
賞
は
ま
さ
に
当
社
の
技
術
躍

進
の
評
価
の
快
挙
と
言
っ
て
よ
い
。

そ
の
壁
面
・
屋
上
緑
化
シ
ス
テ
ム

（
マ
ジ
カ
ル
グ
リ
ー
ン
）
は
、
建
物

と
美
し
く
調
和
し
て
い
る
ば
か
り
で

な
く
、
植
物
が
長
期
間
安
定
し
且
つ

軽
量
化
さ
れ
た
カ
セ
ッ
ト
タ
イ
プ
の

為
、
施
工
が
容
易
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

自
動
潅
水
装
置
を
設
置
し
、
年
間
式

タ
イ
マ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
て
制

御
す
る
た
め
、
季
節
ご
と
の
入
力
変

更
が
不
要
等
、
シ
ス
テ
ム
面
で
も
優

位
性
を
誇
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
土

壌
に
使
わ
れ
て
い
る
培
地
は
当
社
が

直
接
輸
入
取
扱
い
し
て
い
る
軽
石
と

有
機
資
材
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

創
業
は
昭
和
三
十
一
年
、「
当
社

は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
追
求
し
、

新
製
品
・
新
工
法
・
新
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
し
て
い
る
が
、
そ
の
事
業
の
殆

ど
に
共
通
し
て
い
る
テ
ー
マ
は
大
地

で
す
。
大
地
が
持
つ
強
さ
、
す
な
わ

ち
土
の
力
学
的
要
素
に
着
目
し
、
そ

の
力
を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
製

品
・
技
術
を
生
み
出
し
て
い
る
」
と

玄
間
敏
社
長
は
語
る
。

そ
の
製
品
は
作
業
性
の
良
い
打
込

式
ア
ン
カ
ー
で
、
電
線
支
持
ば
か
り

で
は
な
く
、
果
樹
園
や
各
種
ネ
ッ
ト
、

テ
ン
ト
ハ
ウ
ス
の
固
定
用
と
し
て
も

使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ー
ル

ア
ン
カ
ー
は
施
行
面
積
の
縮
小
化
、

工
期
の
短
縮
化
な
ど
に
重
点
を
置
い

た
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
国
土
交

通
省
、
高
速
道
路
各
社
、
地
方
自
治

体
な
ど
で
数
多
く
の
実
績
を
上
げ
て

い
る
。
ま
た
、
ア
ー
ス
で
は
、
業
界

最
大
の
実
績
が
証
明
す
る
よ
う
に
、

独
自
の
思
想
に
よ
り
開
発
し
た
製
品

を
調
査
か
ら
設
計
、
施
行
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
と
い
っ
た
一
貫
体
制
を
築
き

上
げ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
各
種
ア
ン
カ
ー
の
圧

倒
的
優
位
を
武
器
に
、
環
境
と
い
う

新
し
い
分
野
で
も
、
各
種
受
賞
に
よ

り
証
明
さ
れ
た
技
術
を
も
と
に
前
進

を
続
け
る
企
業
で
あ
る
。

行
田
市
白
川
戸
の
田
園
風
景
の
中

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
提
供
す
る
「
ま
き
ば
園
」
が

あ
る
。
現
在
ま
き
ば
園
が
あ
る
土
地

は
、
か
つ
て
は
牧
場
だ
っ
た
。「
ま

き
ば
園
」
の
名
称
は
こ
こ
か
ら
来
て

い
る
。

「
ま
き
ば
園
」を
訪
問
し
て
ま
ず
驚

い
た
の
が
、
職
員
の
方
の
明
る
い
笑

顔
と
あ
い
さ
つ
。
受
付
か
ら
は
じ
ま

り
、
施
設
内
で
働
く
す
べ
て
の
職
員

が
入
居
者
、
来
訪
者
に
対
し
元
気
に

明
る
く
接
し
、
そ
れ
を
ご
く
自
然
に

振
る
舞
っ
て
い
る
。
園
内
に
は
い
た

る
と
こ
ろ
に
花
や
絵
画
、
写
真
な
ど

が
飾
ら
れ
、
同
園
が
、「
笑
顔
満
開
。

開
放
感
あ
ふ
れ
る
空
間
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

根
岸
仁
司
理
事
長
�
写
真
�
は
、

北
海
道
で
高
校
生
活
を
過
ご
し
、
大

学
は
東
京
の
大
学
か
ら
一
年
間
モ
ス

ク
ワ
の
大
学
に
留
学
、
帰
国
後
は
父

親
が
経
営
す
る
牧
場
で
働
い
た
。
親

戚
や
知
人
の
議
員
か
ら
老
人
介
護
の

必
要
性
を
説
か
れ
、
必
死
に
な
っ
て

日
本
の
介
護
実
態
や
課
題
を
学
び
、

そ
の
必
要
性
を
再
認
識
し
た
。
根
岸

理
事
長
が
四
十
歳
の
時
、
平
成
五
年

十
二
月
に
社
会
福
祉
法
人
隼
人
会
を

設
立
、
広
大
な
牧
場
の
土
地
を
活
か

し
、
翌
年
の
平
成
六
年
に
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
と
ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
併

設
す
る
「
ま
き
ば
園
」
を
開
園
し
た
。

そ
の
後
、「
ま
き
ば
の
温
泉
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」、「
岩
槻
ま
き

ば
園
」
を
開
園
、
平
成
二
十
年
に
は

「
鴻
巣
ま
き
ば
園
」
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
。

三
か
所
の
ま
き
ば
園
で
、
特
養
ホ

ー
ム
ベ
ッ
ド
数
二
四
〇
床
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
五
〇
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ

ー
ビ
ス
一
〇
〇
床
と
、
県
内
で
も
上

位
の
規
模
を
誇
る
施
設
と
な
っ
た
。

現
在
に
至
る
ま
で
の
十
五
年
余
り
、

根
岸
理
事
長
の
妻
で
あ
り
理
事
の
根

岸
節
子
統
括
施
設
長
と
二
人
三
脚
で

奔
走
し
、
規
模
を
拡
大
し
て
き
た
。

し
か
し
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
に

よ
り
要
介
護
老
人
が
増
加
し
、
ま
き

ば
園
の
三
施
設
で
も
特
養
ホ
ー
ム
は

二
年
以
上
の
入
居
待
ち
状
態
が
続
い

て
い
る
。
入
居
者
の
平
均
年
齢
は
八

十
八
歳
、
最
高
齢
は
一
〇
一
歳
。
今

後
に
つ
い
て
根
岸
理
事
長
は
、「
十

年
後
に
は
八
〇
〇
万
人
と
も
い
わ
れ

る
団
塊
の
世
代
が
七
十
歳
を
超
え
、

要
介
護
老
人
が
急
増
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
施
設
の
不
足
と
と
も
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
人
材
不
足

も
心
配
。
職
員
に
対
す
る
一
層
の
教

育
・
訓
練
、
働
き
や
す
い
環
境
の
整

備
な
ど
が
必
要
で
、
設
備
の
充
実
は

も
と
よ
り
人
材
の
育
成
が
重
要
な
鍵

と
な
る
」
と
展
望
し
、「
お
客
様
が

生
き
が
い
を
感
じ
、
人
生
の
延
長
線

上
に
当
た
り
前
の
様
に
存
在
す
る
老

人
ホ
ー
ム
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
、
園

内
の
イ
ベ
ン
ト
を
活
発
に
実
施
す
る

「
ま
き
ば
園
」
は
、
笑
顔
の
大
切
さ

を
実
践
し
、
よ
り
明
る
い
施
設
づ
く

り
に
邁
進
し
て
い
く
。

なな話話題題 南南 北北 中中 西西

南
部
日
本
地
工
株
式
会
社

壁
面
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で

国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

北
部
社
会
福
祉
法
人
隼
人
会

人
生
延
長
線
上
フ
ラ
ッ
ト
な
位
置

に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
に
な
り
た
い

DATA
法 人 名：社会福祉法人 隼人会
所 在 地：行田市白川戸２７５
電 話：０４８‐５５５‐２２０２
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐５５５‐２７１１
代 表 者：理事長 根岸仁司
設 立：平成５年１２月
従業員数：職員 ３３０名
事業内容：高齢者介護事業
◇特別養護老人ホーム、ケアハウス、ショートステイ
サービス、デイサービス、ホームヘルプサービスなど

◇施設：まきば園（行田市）、岩槻まきば園、鴻巣ま
きば園、まきばの温泉、デイサービスセンタ
ー（行田市）

DATA
会 社 名：日本地工株式会社
本 社：川口市江戸袋２‐１‐２
代 表 者：代表取締役社長 玄間 敏
創 業：昭和３１年１０月２７日
資 本 金：２億６，４００万円
従業員数：３１１人
事業内容：アンカー、接地、鋼製基礎、緑

化関連
電 話：０４８‐２８３‐１１１１
http : //www.shiko.co.jp

根岸仁司理事長

各
種
ア
ン
カ
ー

壁
面
緑
化
の
サ
ン
プ
ル

園
内
に
て
上
寿（
１００
歳
）の

お
祝
い
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株
式
会
社
サ
ン
フ
レ
ッ
セ
は
、
昭

和
二
十
七
年
に
株
式
会
社
太
陽
堂
製

パ
ン
所
と
し
て
川
口
市
幸
町
に
設
立

さ
れ
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
、
同
市

前
上
町
に
本
社
工
場
を
移
転
し
、
操

業
を
開
始
し
た
。
昭
和
四
十
年
に
は

東
京
都
東
大
和
市
に
、
昭
和
四
十
二

年
に
は
横
浜
市
戸
塚
区
に
パ
ン
工
場

を
新
設
、
業
容
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

平
成
九
年
に
は
、
社
名
を
株
式
会

社
サ
ン
フ
レ
ッ
セ
と
変
更
、
同
時
に

三
つ
の
工
場
の
パ
ン
部
門
を
統
合
す

る
こ
と
に
よ
る
合
理
化
と
生
産
能
力

の
増
強
で
競
争
力
強
化
を
図
る
た
め
、

本
社
工
場
を
伊
奈
北
部
工
業
団
地
内

に
建
設
し
た
。

社
名
の
「
サ
ン
フ
レ
ッ
セ
」
の
「
サ

ン
」
は
、
旧
社
名
で
あ
る
太
陽
堂
製

パ
ン
所
か
ら
と
り
、
太
陽
の
よ
う
に

真
紅
に
ほ
と
ば
し
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

表
現
し
、「
フ
レ
ッ
セ
」
は
フ
ラ
ン

ス
語
の
フ
レ
（
Ｆ
ｒ
ａ
ｉ
ｓ
）
即
ち

�
フ
レ
ッ
シ
ュ
�（
新
し
い
）
の
意

味
と
エ
ッ
セ
（
Ｅ
ｓ
ｓ
ａ
ｉ
）
即
ち

�
試
み
�
を
結
合
さ
せ
た
造
語
で
、

「
新
し
い
試
み
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。「
常
に
現
状
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
新
し
い
試
み
に
積
極
的
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
挑
戦
し
て
い
こ

う
」
と
い
う
願
望
を
社
名
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

現
在
、
事
業
は
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

事
業
と
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
事
業
に
分

か
れ
て
お
り
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
事

業
で
は
、
市
場
に
適
し
た
、
よ
り
高

度
な
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
情

報
の
提
供
を
行
い
、
フ
ー
ド
サ
プ
ラ

イ
事
業
で
は
、
さ
ら
な
る
高
品
質
、

低
コ
ス
ト
を
目
指
し
、
お
客
様
に
満

足
と
安
心
を
お
届
け
す
る
た
め
、

日
々
努
力
し
て
お
り
、今
後
も�
食
�

を
軸
に
様
々
な
「
お
い
し
さ
」
の
提

供
を
目
指
し
て
い
る
。

現
社
長
の
富
澤
三
継
氏
は
、
昭
和

六
十
一
年
、
二
代
目
と
し
て
社
長
に

就
任
、「�
食
�
事
業
を
通
じ
て
、
お

客
様
に
満
足
と
喜
び
を
提
供
す
る
」

の
基
本
理
念
と
「
誠
実
、
挑
戦
、
協

力
」
の
社
是
に
基
づ
き
、「
フ
ー
ド

セ
ー
フ
テ
ィ
」「
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
」

「
ロ
ー
コ
ス
ト
」
を
当
社
の
永
遠
の

経
営
課
題
に
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
、

現
在
売
上
高
五
十
三
億
円
の
業
容
を

誇
る
ま
で
に
当
社
を
成
長
さ
せ
た
。

特
に
、
安
心
・
安
全
な
製
品
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」

認
定
に
加
え
、
Ａ
Ｉ
Ｂ
（
米
国
パ
ン

技
術
研
究
所
）
の
監
査
を
受
け
、
優

良
工
場
の
認
定
を
受
け
る
と
と
も
に
、

今
年
の
九
月
に
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

工
場
を
取
得
。
そ
の
他
、
技
術
研
修

制
度
、
自
己
啓
発
を
支
援
す
る
各
種

教
育
制
度
、
能
力
と
ヤ
ル
気
を
評
価

す
る
人
事
制
度
等
々
、
更
に
高
度
な

経
営
管
理
体
制
を
目
指
し
経
営
改
善

を
続
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
体
制
の
整
備
・
充
実
に

加
え
、
誕
生
日
に
は
ト
ッ
プ
と
直
接

話
を
す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
様
々

な
社
内
の
取
り
組
み
か
ら
生
ま
れ
た

固
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
当
社
は
次

代
の
主
食
ビ
ジ
ネ
ス
を
さ
ら
に
深
耕

し
続
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

企
業
と
人
、
そ
し
て
地
域
社
会
と

の
共
生
を
目
指
す
�
コ
ー
セ
ー
は
、

障
害
者
雇
用
の
一
環
と
し
て
、
１
９

９
２
年
に
�
ア
ド
バ
ン
ス
を
設
立
。

障
害
者
の
方
々
が
主
体
と
な
っ
て
運

営
す
る
化
粧
品
製
造
を
目
的
と
し
て
、

コ
ー
セ
ー
の
主
力
工
場
で
あ
る
狭
山

工
場
に
も
近
い
狭
山
市
に
ア
ド
バ
ン

ス
東
京
工
場
を
建
設
。
９３
年
に
、
化

粧
品
業
界
で
は
始
め
て
、
全
国
で
も

２５
番
目
の
特
例
子
会
社
と
し
て
の
認

可
を
受
け
（
現
在
は
全
国
で
約
２
５

０
社
と
い
わ
れ
る
）、
活
動
を
続
け

て
い
る
。

ア
ド
バ
ン
ス
の
特
徴
は
、
軽
作
業

や
補
助
的
作
業
を
目
的
と
す
る
企
業

で
は
な
く
、
親
会
社
で
あ
る
コ
ー
セ

ー
と
同
じ
化
粧
品
の
製
造
を
事
業
内

容
と
す
る
独
立
採
算
企
業
で
あ
り
、

ク
リ
ー
ム
や
化
粧
水
、
乳
液
、
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
製
品
な
ど
の
充
填
、
包
装
、

仕
上
げ
加
工
に
関
す
る
業
務
を
行
っ

て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
障
害
者
だ
け
で
す
べ
て

を
運
営
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

同
じ
製
造
ラ
イ
ン
で
健
常
者
と
一
緒

に
な
っ
て
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
が
、

社
員
数
７３
名
の
う
ち
３８
名
が
障
害
者

で
、
重
度
障
害
の
方
も
半
数
以
上
で

あ
る
。
障
害
内
容
も
聴
覚
・
言
語
障

害
、
肢
体
障
害
、
知
的
障
害
と
様
々

だ
が
、ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
障

害
者
が
健
常
者
と
と
も
に
通
常
に
生

活
す
る
こ
と
）
を
特
別
に
意
識
す
る

こ
と
な
く
実
践
で
き
て
い
る
。

ま
た
安
全
作
業
の
た
め
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
、
段
差
の
な
い
工
場
設
計
、

自
動
・
半
自
動
ド
ア
、
手
す
り
、
車

椅
子
使
用
者
専
用
の
ト
イ
レ
や
ロ
ッ

カ
ー
設
備
、
非
常
ラ
ン
プ
や
非
常
ブ

ザ
ー
の
設
置
、
機
械
の
停
止
を
知
ら

せ
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
プ
、
肢
体
障

害
者
が
ラ
イ
ン
で
作
業
す
る
た
め
の

専
用
椅
子
な
ど
様
々
な
設
備
を
備
え

て
い
る
。

工
程
管
理
も
コ
ー
セ
ー
と
同
一
シ

ス
テ
ム
で
行
い
、
生
産
性
を
中
心
に

見
据
え
つ
つ
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
適

正
な
管
理
・
生
産
を
目
指
し
つ
つ
も
、

同
社
の
生
産
数
は
年
々
増
加
し
、
更

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
（
９８
年
）、
同

１
４
０
０
１
（
０３
年
）
も
取
得
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
福
利
厚
生
、
社

員
旅
行
な
ど
も
一
致
団
結
し
て
い
る
。

職
場
五
大
方
針
は
�
明
る
く
自
信

の
あ
る
態
度
で
意
思
の
通
い
合
う
職

場
づ
く
り
�
安
全
で
健
康
的
な
働
く

こ
と
に
充
実
感
を
味
わ
え
る
職
場
づ

く
り
�
マ
ナ
ー
が
し
っ
か
り
と
し
て

い
る
職
場
づ
く
り
�
よ
り
よ
い
品
質

が
産
み
だ
せ
る
職
場
づ
く
り
	
創
意

工
夫
を
こ
ら
し
て
経
営
成
果
を
高
め

ら
れ
る
職
場
づ
く
り
。
同
社
の
ご
健

闘
を
祈
り
た
い
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

DATA
会 社 名：�アドバンス
本社・工場：〒３５０‐１３１５ 狭山市北入曽８５６‐４
電 話：０４‐２９５８‐２１０１
Ｆ Ａ Ｘ：０４‐２９５６‐４１４０
代 表 者：代表取締役 小玉辰朗
設 立：１９９２年９月２日
資 本 金：９０（百万円）
従 業 員 数：７３名
事 業 内 容：クリーム、化粧水、乳液、メイキャップ

製品の生産
特 色：障害者にできる限りの安全性と作業負荷

を軽減した機械及び作業施設など職場環
境の整備に注力

DATA
会 社 名：株式会社サンフレッセ
本 社：伊奈町小針新宿１２７３
電 話：０４８‐７２９‐１１３３
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐７２９‐１１３７
代 表 者：代表取締役社長 富澤三継
設 立：昭和２７年１０月
資 本 金：３７００万円
社 員 数：３２０名
事業内容：パン類及び各種菓子類、冷凍・冷蔵

食品、弁当類酢飯・惣菜類の製造、
販売

西
部

�
ア
ド
バ
ン
ス

障
害
者
が
主
体
と
な
っ
て

運
営
す
る
化
粧
品
製
造
会
社

中
部

�
サ
ン
フ
レ
ッ
セ

高
度
な
経
営
管
理
体
制
と
固
い
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
主
食
ビ
ジ
ネ
ス
を
深
耕

富澤三継社長

本
社
及
び
本
社
工
場

狭
山
市
の
本
社
・
工
場

工
場
内
部
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１．鏡面反射による誤認識
を回避した高性能マシン
ビジョン

２．雨天時の路面の反射を
除去し、運転者に表示す
る安全技術

３．人間の視覚能力を強化
する知能化ゴーグル

学歴・略歴
辻 俊明
（つじ としあき）
平成１３年３月 慶應義塾大
学理工学部卒業

平成１５年３月 慶應義塾大
学慶應義塾大学大学院理
工学研究科前期博士課程
修了
慶應義塾大学大学院 ２１
世紀COEプログラム
情報・電気・電子分野「ア
クセス網高度化光・電子
デバイス技術」COE研
究員（RA）

平成１８年３月 慶應義塾大
学理工学研究科総合デザ
イン工学専攻後期博士課
程修了 博士（工学）
東京理科大学工学部第一
部機械工学科嘱託助手

平成１９年４月 埼玉大学工
学部電気電子システム工
学科助教

現在に至る

鏡面反射とは、光が一方向に反射
する現象です。例えばビルのガラス

面に外の風景が反射したり、雨の日の路面に信号の光
が反射したりするのは鏡面反射の典型的な例であり、
対象物の本来の色の識別を困難とするため、しばしば
問題となります（図１）。しかし汎用的に鏡面反射を
除去する決定的な技術は確立されていません。そこで、
本研究室では鏡面反射を除去するために高速度カメラ
を利用する手法を開発しています。
高速度カメラは人間や一般のカメラでは検知できな
い一瞬の動きや短時間の高速現象を撮影可能であり、
交流電源の照明下では高速の輝度変動（ちらつき）が
観測されます。例えば図２の例では蛍光灯の反射が強
い画像 a）と弱い画像 b）が得られます。この特性に
着目し、ちらつきに基づいて光源が発光していない時

の各画素の色を推定する手法を提案しています。光源
が発光していないときの画素値には鏡面反射成分が一
切含まれないことから、鏡面反射のない、物質本来の
色を表す画像が入手されます。実験の結果、蛍光灯の
鏡面反射光は視認不可能なレベルまで除去されること
が確認されました（図２c））。また、白熱灯は光の変
動が小さいためにノイズが大きくなりますが、ノイズ
除去の技術を実装することにより、きれいな画像が得
られることが確認されました。
本技術を利用することにより、単一のカメラで光源

や視点を移動すること
なく、鏡面反射光を除
去することが可能にな
ります。また、偏光フ
ィルタを用いる技術と
異なり、あらゆる角度
で反射が除去される、
全ての成分が除去可能
であるという利点があ
ります。自然光や直流
光源の鏡面反射を除去
できないのが課題であ
るため、現在その課題
の克服に向けて研究を
進めています。

１．静電塗布法を利用し
た有機デバイスの開発
２．塗布法を利用した有
機太陽電池・撮像素子
の開発

学歴・略歴
福田 武司
（ふくだ たけし）
１９９９年３月 早稲田大学
理工学部 応用物理学
科卒業

２００１年３月 早稲田大学
大学院理工学研究科物
理学及応用物理学専攻
博士前期課程修了

２００１年４月 株式会社フ
ジクラ

２００８年４月 埼玉大学工
学部機能材料工学科助
教
現在に至る

数１０�程度の非常に薄い有機薄
膜を積層化した有機デバイスは、

電流注入で発光させることでディスプレイや照明、
光照射時に発生した電流を利用することで太陽電
池や撮像素子としての応用に用いることができる。
このような幅広い産業への展開可能性を秘めてい
るために、国内外の多くの研究機関や企業で幅広
く研究が進められている。特に有機 EL（Electroru-
minescence）は携帯電話のメイン・サブディスプ
レイなどで既に製品化されている。
有機デバイスに関連する研究では新規有機材料
の創出、素子構造の最適化、新しい成膜技術の確
立、評価などが幅広く行われている。我々の研究
グループでは将来的に低コスト化が可能であり、
かつ従来技術では実現できないような高効率な有
機デバイスを作製できる新しい成膜技術の実現を
目指して研究を進めている。我々が試作した成膜
装置を図１に示すが、従来手法との最大の相違点
は有機材料を希釈した溶液に数 kVの高電圧を印
加するという点である。そのため、イオン化した
有機溶液が大気中で分裂を繰り返し、最終的には
基板上に堆積することで有機薄膜の成膜が行われ

る。このような成膜技術では任意の有機層の積層
やナノ構造体を有する表面の成膜が可能であると
いう利点を有しており、これを用いることで高効
率な有機デバイスが実現できると期待している。
上記に記載した研究を行うために、図１に示し
た成膜装置以外にも、真空一貫の真空蒸着機、蛍
光分光光度計や分光器、蛍光量子収率測定装置な
どの基礎的な有機薄膜評価装置、各種有機デバイ
ス（発光・受光）評価装置などを所有しており、
有機デバイス全般に関する幅広い研究を効率的に
推進できるような体制を構築している。
ここで紹介した成膜技術以外でも幅広く有機デ
バイスに関する我々の知見を、企業やその他の研
究機関などとの共
同研究を通じて社
会に普及させてい
きたいです。その
結果、少しでも我
が国の産業発展に
寄与できればと考
えています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 事務局長 根岸 茂文、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

高速度カメラを利用した鏡面反射光の分離技術
工学部電気電子システム工学科 辻 俊 明 助教

静電気力を利用した有機デバイスの新しい成膜技術の開発
工学部機能材料工学科 福 田 武 司 助教

図２ 高速度カメラの画像
a）、b）と反射を除
去した画像 c）

図１

図１ ガラス面に反射した蛍光灯の光

―１６―






































































































































































































































































































































最近、環境にやさしく健康にも良い近距離移動手段とし
て自転車が見直されています。現在、世界中に普及してい
るペダル回転、後輪駆動方式の自転車は１３０年ほど前にイ
ギリスで発明されましたが、その後変速機などの付加機能
では進歩しているものの、基本的な構造はほとんど変わっ
ていません。それだけ、実用性に優れた製品であると云え
るでしょう。そんな自転車の唯一の欠点は、駐輪のために
大きなスペースが必要であり、折り畳んでも気軽に電車等
に持ち込めるほどの大きさにはならないことです。
そこで私の研究室では、小型軽量で電車にも持ち込める

ような自転車に代わる新しい移動手段の開発に取り組んで
おります。右図は、昨年の卒業生が試作した「ペダルスケ
ータ」と称するもので、回転ペダルの代わりに、ペダルを
上下に足踏みする機構として小型化をはかっています。ま

だまだ多くの課題が残っていますが、このような将来を目
指した新しい乗り物にご興味がある方々と共同で実用化ま
で持って行きたく考えております。

ものつくり大学建設技能工芸学科の２００８年度卒業生１４４
人の就職先は、建築・住宅２９．２％（木造建築系２０％）、専
門工事２３％、総合建設１５．３％、設計・不動産１２．５％、その
他２０％となっています。木造建築コースの技術・技能教育
は、伝統工具や電動工具を使用する加工技術、継手・仕口
による組立技術、曲尺による規矩術、設計技術としての木
割術など、伝統的木造技術を修得することを目標としてい
ます。
しかしながら現在の木造住宅は、プレカットによる仕口

加工、金具による部材接合など、いわゆる在来金具工法が
主流となりつつあり、在来工法や伝統工法を用いた住宅づ
くりを実践している工務店はとても少なく、学生が大学で
学んだ技術・技能を生かすことが困難になっています。こ
のような状況が続けば、昔ながらの大工はいなくなってし
まいます。ものつくり大学が伝統的技術・技能をもった学

生を育成しても、その技術・技能を生かす企業がなくなっ
てしまえば、彼らの進むべき道は閉ざされてしまいます。
これでいいのでしょうか。一方で国は２００年住宅を提唱し
ています。そのためにはしっかりした骨組みをもつ住宅と
定期的に修復できる技術が必要です。すなわち住宅を修復
できる伝統的な技術・技能をもった大工が必要不可欠だと
いえます。そして地域工務店が生き残るためには、地域の
林業家・製材所・大工職人・設計者・大学研究者そして一
般市民が顔の見える関係を大切にした新しい家づくりのネ
ットワークをつくる必要があります。近くの山の木で家を
つくることによって、その地域の森林を生かし、その町の
環境を守っていくのです。それはやがてこの国に、自国の
資源を持続して使える経済社会と再び新しい豊かな木の文
化をもたらしてくれるに違いありません。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 三国 雅裕、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

自転車に代わる新しい移動手段の開発
教務長・製造技能工芸学科 森 山 茂 夫 教授

森山茂夫（もりやましげお）教授 工学博士、技術士（機械部門）、東工大工学部修士、日立製作所中央研究所を経て２００１年か
らものつくり大学教授。主要業績、回折格子用ルーリングエンジンの開発〈大河内賞本賞、精密学会賞、全国発明表彰総理大臣
賞）など。（連絡先：０４８‐５６４‐３８４８／moriyama@iot.ac.jp）

地域工務店は生き残れるか
建設技能工芸学科長 白 井 裕 泰 教授

白井裕泰（しらいひろやす）教授 工学博士、早稲田大学大学院博士課程修了、東京都文化財建造物修理工事事務所、�空間文
化研究所、共栄学園短期大学助教授を経て、２００３年よりものつくり大学教授、現在に至る。専門分野：伝統的木造建築の調査研
究、保存修復、設計監理（連絡先：０４８‐５６４‐３８６４）
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緊
急
借
換
資
金
の
御
案
内

〜
新
し
い
借
換
資
金
が

始
ま
り
ま
し
た
〜

「
埼
玉
県
あ
っ
た
か
子

育
て
企
業
賞
」
受
賞
企

業
が
決
定
し
ま
し
た

県
で
は
、「
景
気
の
回
復
を
実
感
で

き
な
い
」
と
い
う
経
営
者
の
皆
さ
ん
の

声
を
受
け
て
、
１１
月
に
「
緊
急
借
換
資

金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
平
成
２２
年
３

月
３１
日
ま
で
、
時
限
的
に
実
施
し
ま
す
。

従
来
の
借
換
資
金
に
比
べ
て
借
換
対

象
と
な
る
資
金
の
範
囲
が
広
が
る
な
ど
、

よ
り
使
い
や
す
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
県
の
制
度
融
資
以
外
も
借
り
換
え
で

き
る

県
内
市
町
村
の
制
度
融
資
な
ど
、
埼

玉
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
融
資

（
※
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
県
企
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
資
金
な
ど
一

部
の
融
資
を
除
く

�
月
々
の
返
済
を
抑
制
で
き
る

融
資
期
間
を
長
く
す
る
こ
と
で
、

月
々
の
返
済
額
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

�
追
加
資
金
を
上
乗
せ
し
て
借
り
ら
れ

る必
要
に
応
じ
、
借
入
金
残
高
に
当
面

必
要
な
資
金
を
追
加
し
て
借
り
換
え
で

き
ま
す
。

【
対
象
者
】

最
近
３
か
月
の
売
上

高
又
は
利
益
率
が
過
去

３
年
間
の
い
ず
れ
か
の

年
の
同
期
に
比
べ
て
減

少
し
て
お
り
、
複
数
の

保
証
付
融
資
を
一
本
化

す
る
中
小
企
業
者

【
限
度
額
】
１
億
５
千
万
円

【
融
資
期
間
】
１０
年
以
内
（
据
置
１
年

以
内
）

【
融
資
利
率
】
金
融
機
関
所
定
利
率

【
保
証
料
率
】
年
０
・
４５
〜
１
・
６４
％

以
内

【
担

保
】
金
融
機
関
及
び
保
証
協

会
と
の
協
議
に
よ
る

【
保
証
人
】
個
人
は
不
要
。
法
人
は

代
表
者
を
連
帯
保
証
人

と
す
る
。

申
込
先
は
地
元
商
工
会
議
所
、
商
工

会
で
す
。
詳
し
く
は
、
商
工
会
議
所
・

商
工
会
又
は
県
金
融
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
、
金
融
機
関
及

び
信
用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
県
金
融
課
（
０
４
８
―
８

３
０
―
３
８
０
３
）

県
で
は
、
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
、

す
ぐ
れ
た
成
果
を
挙
げ
て
い
る
企
業
・

事
業
所
を
「
埼
玉
県
あ
っ
た
か
子
育
て

企
業
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
２１
年
度
の
表
彰
企

業
７
社
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

大
賞

生
活
協
同
組
合
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
（
さ

い
た
ま
市
）

【
受
賞
理
由
】

・
育
児
休
業
は
法
定
を
上
回
る
３
歳
ま

で
、
産
前
休
暇
は
７
週
間
前
か
ら
、

勤
務
時
間
短
縮
制
度
は
小
学
校
３
年

生
ま
で
取
得
で
き
る
な
ど
、
法
定
を

上
回
る
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

事
業
所
内
保
育
所
も
整
備
さ
れ
て
い

る
。

・
店
舗
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、
地
域
子

育
て
応
援
企
画
（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
離
乳
食
学
習
会
等
）
を
実
施
す

る
な
ど
、
地
域
の
子
育
て
支
援
に
も

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

奨
励
賞
（
６
社
、
五
十
音
順
）

川
口
信
用
金
庫
（
川
口
市
）

【
受
賞
理
由
】

・
子
ど
も
が
３
歳
に
な
る
ま
で
、
１
日

１
時
間
以
内
の
勤
務
時
間
短
縮
や
１

時
間
以
内
の
時
差
出
勤
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
育
児
休
業
者
と
は

月
に
一
度
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
で
、

復
帰
に
向
け
た
不
安
解
消
に
努
め
て

い
る
。

・
様
々
な
取
組
の
結
果
、
平
成
２０
年
度

に
は
出
産
・
育
児
に
よ
る
退
職
者
ゼ

ロ
を
達
成
し
、
取
組
の
成
果
が
現
れ

て
き
て
い
る
。

株
式
会
社
埼
玉
富
士
（
秩
父
市
）

【
受
賞
理
由
】

・
育
児
休
業
を
「
１
歳
６
ヶ
月
ま
で
」

か
ら
「
２
歳
ま
で
」
に
、
短
時
間
勤

務
制
度
を
「
３
歳
ま
で
」
か
ら
「
小

学
校
就
学
ま
で
」
に
改
定
す
る
な
ど
、

就
業
環
境
の
改
善
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

・
育
児
休
業
者
が
安
心
し
て
職
場
復
帰

で
き
る
よ
う
、
通
信
教
育
講
座
受
講

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ

（
さ
い
た
ま
市
）

【
受
賞
理
由
】

・
育
児
休
業
は
、
法
定
を
上
回
る
３
歳

ま
で
取
得
可
能
で
あ
り
、
在
宅
勤
務

制
度
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

・
子
ど
も
が
３
歳
に
な
る
ま
で
の
短
時

間
勤
務
制
度
や
労
働
日
数
短
縮
制
度

（
週
休
３
日
選
択
可
）
が
あ
り
、
い

ず
れ
の
制
度
も
男
性
の
取
得
実
績
が

あ
る
。

津
田
工
業
株
式
会
社
（
滑
川
町
）

【
受
賞
理
由
】

・
育
児
休
業
は
理
由
を
問
わ
ず
１
歳
６

か
月
ま
で
、
子
の
看
護
休
暇
は
小
学

校
４
年
生
に
達
す
る
ま
で
、
短
時
間

勤
務
制
度
は
９
歳
ま
で
取
得
可
能
で

あ
る
。

・
子
育
て
社
内
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
子
育

て
モ
ニ
タ
ー
委
員
を
任
命
す
る
な
ど
、

社
内
の
育
児
支
援
体
制
も
整
っ
て
い

る
。

社
会
福
祉
法
人
殿
山
福
祉
会
殿
山
亀
寿

苑
（
新
座
市
）

【
受
賞
理
由
】

・「
妻
へ
の
い
た
わ
り
休
業
」
と
し
て
、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
を
積
極
的
に

推
進
し
て
お
り
、
男
性
２
名
が
育
児

休
業
を
取
得
し
て
い
る
。

・
７０
歳
を
超
え
る
看
護
師
や
清
掃
員
が

活
躍
す
る
な
ど
、
多
様
な
働
き
手
を

受
け
入
れ
る
土
壌
が
あ
る
。

ポ
ラ
ス
株
式
会
社
（
越
谷
市
）

【
受
賞
理
由
】

・
育
児
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
育
児
休
業
制
度
の
改
定
や
時
間

単
位
の
有
給
休
暇
制
度
を
設
け
る
な

ど
、
従
業
員
の
声
を
活
か
し
た
取
組

が
な
さ
れ
て
い
る
。

・
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
、
少
年
野
球
大

会
、
夏
休
み
親
子
工
作
教
室
等
を
開

催
し
、
地
域
の
子
育
て
支
援
に
力
を

入
れ
て
い
る
点
も
評
価
で
き
る
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
や

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
企
業
ト
ッ

プ
の
役
割
が
大
変
重
要
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
す
で
に
本
県
で
は
、
子
育
て
応

援
宣
言
企
業
※
の
登
録
企
業
数
が
２
５

０
０
社
を
超
え
る
な
ど
、
企
業
の
子
育

て
支
援
の
取
組
が
着
実
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
経
営
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
従
業
員
の
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
や
地
域
で
の
子
育
て
支

援
に
よ
り
一
層
の
御
理
解
と
、
積
極
的

な
取
組
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
県
内
の
企
業
・
事
業
所
の
ト
ッ
プ
に
、

従
業
員
の
子
育
て
や
地
域
に
お
け
る

子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
の
取
組
を

宣
言
し
て
い
た
だ
く
制
度

〈
問
合
せ
〉
県
勤
労
者
福
祉
課
（
０
４

８
―
８
３
０
―
４
５
１
３
）

彩
の
国
か
ら
第第５５００回回

県
政
情
報

―１８―



育児・介護費用等補助コース 

代 替要員確保コース  

休業中能力アップコース 

子育て期の短時間勤務支援 コース 

 

◎２１世紀職業財団埼玉事務所では 
企業間のコミュニケーションを進めるために「ハラスメント防止対策」をオーダー　 
メイドで請け負っております。是非お気軽にご相談ください。 
（今年度から実施しております） 
●平成２２年２月上旬、メンタルヘルスセミナー（有料）を予定しております。 

―１９―
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０９
年
人
事
・
労
務
に
関
す
る
ト
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
結
果
発

表―
雇
用
安
定
に
向
け
８
割
強
で
措

置
日
本
経
団
連
は
９
月
２５
日
、「
２
０
０
９

年
人
事
・
労
務
に
関
す
る
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
調
査
結
果
」
を
発
表
し
た
。
調
査
結

果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

雇
用
の
安
定
に
向
け
た
措
置
を
講
じ
た
企
業

は
８１
・
７
％

■
雇
用
の
安
定
に
向
け
た
施
策
の
実
施
状
況

２
０
０
８
年
９
月
以
降
の
急
激
な
景
気
後

退
を
受
け
て
、
労
使
交
渉
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
雇
用
の
安
定
に
向
け
た
措
置
を
講
じ

た
企
業
は
８１
・
７
％
（
製
造
業
８９
・
３
％
、

非
製
造
業
７３
・
８
％
）
と
な
っ
た
。
具
体
的

に
実
施
し
た
措
置
と
し
て
は
、「
時
間
外
労

働
の
削
減
・
抑
制
」
が
６１
・
０
％
と
最
も
多

く
、「
役
員
報
酬
の
減
額
」（
５４
・
１
％
）、「
管

理
職
賃
金
・
賞
与
の
減
額
」（
４８
・
３
％
）

と
続
い
て
い
る
。
な
お
、
雇
用
の
維
持
・
安

定
に
関
す
る
労
使
交
渉
を
実
施
し
た
と
回
答

し
た
企
業
は
５６
・
２
％
（
製
造
業
７２
・
２
％
、

非
製
造
業
３８
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

育
児
、
介
護
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度
を

実
施
（
お
よ
び
新
た
に
導
入
を
検
討
）
し
て

い
る
企
業
は
８３
・
７
％

■
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
の
実

施
状
況

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す

る
た
め
に
、
現
在
実
施
中
、
お
よ
び
導
入
を

検
討
し
て
い
る
施
策
と
し
て
は
、「
育
児
あ

る
い
は
介
護
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度
」

が
８３
・
７
％
、「
育
児
介
護
休
業
制
度
の
充

実
」
が
７１
・
９
％
と
育
児
介
護
に
関
す
る
も

の
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
ノ
ー
残
業
デ
ー

の
設
定
」（
６９
・
２
％
）、「
所
定
外
労
働
時

間
の
削
減
」（
６６
・
０
％
）
と
従
業
員
の
労

働
時
間
管
理
に
関
す
る
施
策
が
続
い
て
い
る
。

「
人
事
・
労
務
に
関
す
る
ト
ッ
プ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
調
査
」
は
、
春
季
労
使
交
渉
・
協

議
の
結
果
や
、
賃
金
制
度
等
に
関
す
る
ト
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
見
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
、
１
９
６
９
年
か
ら
毎
年
実
施
し

て
い
る
。０９
年
の
調
査
は
、日
本
経
団
連
の
会

員
企
業
お
よ
び
東
京
経
営
者
協
会
会
員
企
業
、

計
２
０
２
５
社
を
対
象
に
０９
年
６
月
１
日
か

ら
７
月
１０
日
ま
で
の
期
間
で
実
施
。
有
効
回

答
社
数
は
４
９
７
社
（
回
答
率
２４
・
５
％
）。

０９
年
３
月
卒
新
規
学
卒
者
決
定
初

任
給
調
査
結
果
発
表

―
９
割
弱
の
企
業
で
据
え
置
き

日
本
経
団
連
は
９
月
２９
日
、
２
０
０
９
年

３
月
卒
「
新
規
学
卒
者
決
定
初
任
給
調
査
結

果
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
今
年
３

月
に
学
校
を
卒
業
し
て
４
月
に
入
社
し
た
新

規
学
卒
者
（
新
入
社
員
）
に
対
し
て
実
際
に

支
払
わ
れ
た
初
任
給（
決
定
初
任
給
）を
調
べ

た
も
の
。
調
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

�
初
任
給
水
準

初
任
給
水
準
は
、
大
学
院
（
修
士
）
卒
事

務
系
２２
万
６
５
５
４
円（
上
昇
率
０
・
１６
％
）、

大
学
卒
事
務
系
２０
万
８
３
０
６
円
（
同
０
・

０９
％
）、
短
大
卒
事
務
系
１７
万
３
６
０
１
円

（
同
０
・
１３
％
）、
高
校
卒
事
務
系
１６
万
３

０
３
８
円
（
同
０
・
１５
％
）、
高
校
卒
現
業

系
１６
万
３
７
８
６
円
（
同
０
・
１１
％
）
で
、

上
昇
率
は
全
学
歴
で
昨
年
よ
り
減
少
し
て
い

る
。
大
学
卒
事
務
系
の
上
昇
率（
０
・
０９
％
）

は
２
年
連
続
で
減
少
し
、
０３
年（
０
・
１
％
）

と
ほ
ぼ
同
率
と
な
っ
た
。

�
規
模
別
初
任
給

大
学
院
（
修
士
）
卒
事
務
系
で
は
「
３
０

０
０
人
以
上
」
規
模
が
最
も
高
く
、
大
学
卒

事
務
系
お
よ
び
短
大
卒
事
務
系
で
は
「
１
０

０
人
未
満
」
規
模
が
、
高
校
卒
で
は
事
務
系

と
現
業
系
と
も
に
「
３
０
０
〜
４
９
９
人
」

規
模
が
最
も
高
い
。

ま
た
、
大
学
卒
事
務
系
、
短
大
卒
事
務
系
、

高
校
卒
事
務
系
・
現
業
系
の
「
１
０
０
〜
２

９
９
人
」「
１
０
０
人
未
満
」
規
模
の
企
業

で
、
各
学
歴
別
初
任
給
が
「
３
０
０
０
人
以

上
」
規
模
の
大
企
業
を
上
回
っ
て
い
る
。

�
初
任
給
の
決
定
状
況

前
年
の
初
任
給
を
据
え
置
い
た
（
凍
結
）

企
業
の
割
合
は
９
割
弱
（
８７
・
０
％
）
と
な

り
、
０４
年
以
降
５
年
間
続
い
て
き
た
減
少
傾

向
か
ら
増
加
に
転
じ
た
。
初
任
給
凍
結
企
業

の
割
合
が
８
割
を
超
え
る
の
は
０５
年
（
８６
・

０
％
）
以
来
４
年
ぶ
り
。

「
新
規
学
卒
者
決
定
初
任
給
調
査
」
は
、

新
規
学
卒
者
の
初
任
給
の
実
態
と
動
向
を
把

握
し
、
今
後
の
初
任
給
対
策
の
参
考
と
す
る

た
め
に
、
１
９
５
２
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
。
今
回
は
日
本
経
団
連
の
会
員
企

業
お
よ
び
東
京
経
営
者
協
会
会
員
企
業
１
９

７
７
社
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、
４
８
５
社

（
製
造
業
５２
・
０
％
、
非
製
造
業
４８
・
０
％
）

か
ら
回
答
を
得
た（
有
効
回
答
率
２４
・
５
％
）。

「
平
成
２２
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
」
公
表

―
税
制
抜
本
改
革
、
道
筋
明
示
し

て
着
実
な
実
現
を

日
本
経
団
連
は
、
新
政
権
お
よ
び
新
し
い

税
制
調
査
会
の
発
足
を
踏
ま
え
、
１０
月
２
日
、

「
平
成
２２
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」

を
公
表
し
、
新
政
権
は
じ
め
関
係
方
面
に
建

議
し
た
。
提
言
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

〈
税
体
系
の
抜
本
改
革
の
あ
り
方
〉

少
子
・
高
齢
化
に
対
応
し
た
社
会
保
障
制

度
の
確
立
、
経
済
成
長
力
の
強
化
、
財
政
の

健
全
化
と
い
っ
た
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め

に
、
今
後
５
年
間
程
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

明
確
に
示
し
、
着
実
か
つ
段
階
的
に
税
制
抜

本
改
革
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
必
要
。

１
�
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
に

向
け
て
、
そ
の
安
定
財
源
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
社
会
保
障
費
用
の

増
加
分
は
消
費
税
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と

が
適
切
。
景
気
回
復
を
前
提
に
、
国
民

的
な
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

２
�
世
界
各
国
で
法
人
税
率
引
下
げ
競
争
が

進
む
な
か
、
国
際
的
な
整
合
性
を
踏
ま

え
た
法
人
実
効
税
率
の
引
下
げ
（
３０
％

目
途
）
が
重
要
。

３
�
少
子
化
対
策
等
の
観
点
か
ら
「
給
付
付

き
税
額
控
除
」
の
導
入
を
図
る
べ
き
。

４
�
社
会
保
障
給
付
や
納
税
に
も
利
用
で
き

る
番
号
制
度
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
。

５
�
地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
、
税
制

の
グ
リ
ー
ン
化
を
推
進
す
る
こ
と
は
望

ま
し
い
。
環
境
目
的
の
新
た
な
負
担
を

伴
う
新
税
の
導
入
等
に
は
反
対
。

〈
平
成
２２
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
〉

平
成
２２
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
早
期

の
景
気
回
復
や
経
済
活
力
の
強
化
に
資
す
る

税
制
措
置
の
実
現
が
必
要
。

１
�
研
究
開
発
投
資
は
中
長
期
的
な
利
益
の

源
泉
で
あ
り
、
わ
が
国
企
業
の
国
際
競

争
力
を
維
持
・
強
化
す
る
う
え
で
、
研

究
開
発
促
進
税
制
等
の
拡
充
は
不
可
欠
。

２
�
不
況
の
影
響
か
ら
企
業
が
早
期
立
ち
直

り
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
欠
損

金
の
繰
越
期
間
の
延
長
お
よ
び
繰
戻
還

付
の
復
活
・
延
長
が
必
要
。

３
�
わ
が
国
企
業
の
円
滑
な
国
際
展
開
を
進

め
る
観
点
か
ら
、
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン

対
策
税
制
な
ど
の
国
際
課
税
の
見
直
し

が
必
要
。

４
�
企
業
グ
ル
ー
プ
の
一
体
的
経
営
が
拡

大
・
深
化
す
る
な
か
で
、
連
結
納
税
制

度
の
改
善
な
ら
び
に
グ
ル
ー
プ
経
営
に

整
合
的
な
税
制
の
整
備
を
図
る
べ
き
。

５
�
年
金
税
制
に
つ
い
て
は
、
企
業
年
金
に

係
る
特
別
法
人
税
の
撤
廃
や
確
定
拠
出

年
金
税
制
の
拡
充
（
マ
ッ
チ
ン
グ
拠
出

容
認
等
）
を
図
る
べ
き
。

６
�
暫
定
税
率
や
税
目
の
廃
止
を
含
む
自
動

車
・
燃
料
関
係
諸
税
の
抜
本
的
な
見
直

し
が
不
可
欠
。
ま
た
、
自
動
車
グ
リ
ー

ン
税
制
、
エ
コ
カ
ー
減
税
の
延
長
・
継

続
が
必
要
。

７
�
住
宅
・
土
地
関
連
税
制
の
各
種
特
例
の

延
長
を
図
る
べ
き
。

８
�
各
種
租
税
特
別
措
置
に
つ
い
て
、
本
来

の
政
策
目
的
に
照
ら
し
、
広
く
活
用
さ

れ
有
効
に
機
能
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
恒
久
措
置
と
し
て
法
人
税
法
な

ど
の
本
則
に
盛
り
込
む
か
、
適
用
期
限

の
延
長
を
図
る
べ
き
。

０９
年
「
昇
給
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
実

施
状
況
調
査
結
果
」
を
発
表

日
本
経
団
連
は
１０
月
８
日
、
２
０
０
９
年

１
〜
６
月
実
施
分
「
昇
給
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

実
施
状
況
調
査
結
果
」
を
発
表
し
た
。
今
回

の
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
�
賃
上
げ
額
、

賃
上
げ
率
と
も
に
前
年
を
下
回
る
�
昇
給
率

の
分
布
は
「
１
・
５
〜
１
・
９
％
」
が
最
も

多
く
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
率
は
「
０
・
０
％
」

が
９
割
以
上
�
厳
し
い
経
営
状
況
の
も
と
、

昇
給
（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
以
外
の
賃
金
増
額
）

を
行
っ
た
企
業
は
９５
・
８
％
に
上
る

な

ど
。
調
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
賃
上
げ
の
状
況

昇
給
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
合
計
し
た
賃
上

げ
額
（
５
７
３
６
円
）、
賃
上
げ
率
（
１
・

８５
％
）
は
、
と
も
に
前
年
を
下
回
り
、
賃
上

げ
率
は
２
０
０
７
年
と
ほ
ぼ
同
率
と
な
っ
た
。

賃
上
げ
額
の
内
訳
は
、
昇
給
が
５
６
３
５
円

（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
６
２
８
円
）、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
が
１
０
１
円
（
同
マ
イ
ナ
ス
２
９
８

円
）
で
あ
っ
た
。

２
�
昇
給
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実
施
状
況

昇
給
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実
施
状
況
を
み

る
と
、「
昇
給
・
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
も
に
実

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―２０―



施
」
し
た
企
業
は
９
・
５
％
、「
昇
給
実
施
、

べ
ア
な
し
」
と
し
た
企
業
は
８６
・
３
％
で
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
９５
・
８
％
と
な
っ
た
。

厳
し
い
経
営
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん

ど
の
企
業
が
昇
給
を
実
施
し
て
い
る
。

昇
給
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
区
分
し
て
上
昇

率
の
分
布
状
況
を
み
る
と
、
昇
給
率
は「
１
・

５
〜
１
・
９
％
」（
３８
・
９
％
）が
最
も
多
い
。

一
方
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
率
は
、「
０
・
０
％
」

が
ほ
と
ん
ど
（
９１
・
７
％
）
を
占
め
て
い
る
。

「
昇
給
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
実
施
状
況
調
査
」

は
、
昇
給
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実
態
と
動
向

を
把
握
し
、
今
後
の
賃
金
対
策
の
参
考
と
す

る
た
め
に
１
９
５
３
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
。
今
回
は
日
本
経
団
連
会
員
企
業

お
よ
び
東
京
経
営
者
協
会
会
員
企
業
１
９
７

７
社
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、４
８
３
社（
製

造
業
５２
％
、
非
製
造
業
４８
％
）
か
ら
回
答
を

得
た
（
有
効
回
答
率
２４
・
４
％
）。

安
心
で
信
頼
で
き
る
社
会
保
障
制

度
確
立
へ
提
言

―
制
度
改
革
の
基
本
的
考
え
方
を

明
示

日
本
経
団
連
は
１０
月
２０
日
、
提
言
「
安
心

で
信
頼
で
き
る
社
会
保
障
制
度
の
確
立
に
向

け
て
」
を
公
表
し
た
。
同
提
言
は
、
社
会
保

障
委
員
会
（
森
田
富
治
郎
委
員
長
、
井
手
明

彦
共
同
委
員
長
）
に
お
い
て
、
政
府
と
建
設

的
な
政
策
対
話
を
深
め
て
い
く
と
の
観
点
か

ら
、
改
め
て
社
会
保
障
政
策
に
関
す
る
基
本

ス
タ
ン
ス
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。

ま
ず
総
論
と
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
の
構
築
と
持
続
的
な
経
済
成
長
は
表

裏
一
体
で
あ
る
と
指
摘
し
、
税
・
財
政
・
社

会
保
障
の
一
体
改
革
、
給
付
と
負
担
の
両
面

か
ら
の
改
革
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。
ま
た
、

改
革
の
全
体
像
を
制
度
横
断
的
に
示
し
、
具

体
的
な
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
た
。

そ
の
う
え
で
、
政
府
の
掲
げ
る
諸
施
策
に
つ

い
て
、
公
費
対
応
の
裏
付
け
と
な
る
財
源
設

計
を
明
確
に
し
、
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
へ

の
期
待
を
表
明
し
て
い
る
。

次
に
、
現
行
制
度
の
綻
び
や
人
口
減
少
社

会
の
進
行
な
ど
を
踏
ま
え
、
制
度
改
革
の
基

本
的
考
え
方
を
３
点
提
示
し
た
。
第
一
は
、

制
度
横
断
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
社

会
保
障
番
号
の
導
入
な
ど
、
社
会
基
盤
を
整

備
し
た
う
え
で
、
制
度
全
体
を
俯
瞰
し
て
、

適
正
な
給
付
と
負
担
の
規
模
や
財
源
の
あ
り

方
を
横
断
的
に
見
直
す
よ
う
求
め
た
。
第
二

は
、
安
定
財
源
の
確
保
に
基
づ
く
制
度
の
中

長
期
的
な
持
続
可
能
性
の
確
立
で
あ
る
。
社

会
保
障
給
付
に
対
す
る
公
費
投
入
を
高
め
る

方
向
で
再
設
計
す
る
と
と
も
に
、
実
効
性
あ

る
財
源
論
を
行
う
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
さ

ら
に
消
費
税
を
主
た
る
財
源
と
し
て
社
会
保

障
費
用
を
賄
う
方
向
で
歳
入
改
革
を
行
い
、

今
後
５
年
間
程
度
の
税
制
改
革
の
工
程
を
明

示
す
る
よ
う
求
め
た
。第
三
は
、合
意
形
成
の

あ
り
方
で
あ
る
。
制
度
全
体
の
基
本
設
計
は

超
党
派
で
議
論
を
尽
く
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

続
く
各
論
で
は
、
少
子
化
対
策
、
医
療
・

介
護
、
年
金
の
各
分
野
に
つ
い
て
、
改
革
の

方
向
性
を
提
示
し
た
。
主
な
事
項
は
次
の
と

お
り
。

〈
少
子
化
対
策
〉

�
政
策
目
標
の
明
確
化
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
確
立
・
実
施

�
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や
経
済
的

支
援
の
充
実
な
ど
、
公
費
対
応
を
基
本
と

す
る
子
育
て
支
援
の
充
実
・
強
化

�
執
行
機
関
の
一
元
化
な
ど
、
着
実
な
推
進

体
制
の
整
備

〈
医
療
・
介
護
〉

�
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
機

能
強
化
と
効
率
化
の
同
時
達
成

�
高
齢
化
の
進
行
に
応
じ
て
公
費
投
入
割
合

を
高
め
る
方
向
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
抜
本
的
見
直
し

�
保
険
者
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
検
証
し
、

医
療
保
険
制
度
の
一
元
的
運
用
を
段
階
的

に
検
討

〈
年
金
〉

�
年
金
記
録
問
題
の
早
期
決
着

�
最
低
保
障
年
金
に
関
す
る
具
体
的
検
討
の

推
進

�
確
定
拠
出
年
金
を
中
心
と
し
た
税
制
上
の

支
援
策
の
拡
充

採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理

憲
章
発
表

―
大
学
卒
業
予
定
者
・
大
学
院
修

士
課
程
修
了
予
定
者
等

日
本
経
団
連
は
１０
月
２０
日
、「
大
学
卒
業

予
定
者
・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
予
定
者
等

の
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
」

（
倫
理
憲
章
）
を
発
表
し
た
。
倫
理
憲
章
は
、

１
９
９
７
年
の
就
職
協
定
廃
止
以
降
、
企
業

に
責
任
と
秩
序
あ
る
採
用
活
動
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
毎
年
策
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

今
年
の
倫
理
憲
章
で
は
、
次
の
３
点
の
改
定

を
行
っ
た
。

�
倫
理
憲
章
の
第
５
項
と
し
て
「
広
報
活
動

で
あ
る
こ
と
の
明
示
」
を
追
加
し
、
会
社

説
明
会
な
ど
の
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
の
選
考
に
影
響
し
な
い
こ
と
を
学

生
に
明
示
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
求
め

た
。

�
倫
理
憲
章
の
タ
イ
ト
ル
に
大
学
院
の
「
修

士
課
程
」
の
文
言
を
追
加
し
、
大
学
院
修

士
課
程
の
修
了
者
が
対
象
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
し
た
。

�
『
倫
理
憲
章
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
参

考
資
料
』
を
新
た
に
作
成
し
、
倫
理
憲
章

と
一
体
の
も
の
と
し
て
公
表
し
た
。
同
資

料
で
は
、
広
報
活
動
と
選
考
活
動
の
区
分

の
明
確
化
を
行
う
と
と
も
に
、
早
期
開
始

を
自
粛
す
べ
き
「
実
質
的
な
選
考
活
動
」

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
倫
理
憲
章
の

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、『
倫
理
憲
章
の
趣

旨
実
現
を
め
ざ
す
共
同
宣
言
』
へ
の
賛
同
企

業
を
募
り
、
１２
月
中
旬
を
め
ど
に
日
本
経
団

連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表
す
る
予
定
で
あ

る
。大

学
卒
業
予
定
者
・
大
学
院
修
士

課
程
修
了
予
定
者
等
の
採
用
選
考

に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章

２
０
０
９
年
１０
月
２０
日
改
定

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会

企
業
は
、
大
学
卒
業
予
定
者
・
大
学
院
修

士
課
程
修
了
予
定
者
等
の
採
用
選
考
に
あ
た

り
、
下
記
の
点
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
自
己
責

任
原
則
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
。

記

１
�
正
常
な
学
校
教
育
と
学
習
環
境
の
確
保

在
学
全
期
間
を
通
し
て
知
性
、
能
力
と
人

格
を
磨
き
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
、
輩
出
す
る
高
等
教
育
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

採
用
選
考
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
正
常
な
学

校
教
育
と
学
習
環
境
の
確
保
に
協
力
し
、
大

学
等
の
学
事
日
程
を
尊
重
す
る
。

２
�
選
考
活
動
早
期
開
始
の
自
粛

卒
業
・
修
了
学
年
の
学
生
が
本
分
で
あ
る

学
業
に
専
念
す
る
十
分
な
時
間
を
確
保
す
る

た
め
、
選
考
活
動
の
早
期
開
始
は
自
粛
す
る
。

ま
し
て
卒
業
・
修
了
学
年
に
達
し
な
い
学
生

に
対
し
て
、
面
接
な
ど
実
質
的
な
選
考
活
動

を
行
う
こ
と
は
厳
に
慎
む
。

３
�
公
平
・
公
正
な
採
用
の
徹
底

公
平
・
公
正
で
透
明
な
採
用
の
徹
底
に
努

め
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
沿
っ
た
採
用

選
考
活
動
を
行
う
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

学
生
の
自
由
な
就
職
活
動
を
妨
げ
る
行
為

（
正
式
内
定
日
前
の
誓
約
書
要
求
な
ど
）
は

一
切
し
な
い
。
ま
た
大
学
所
在
地
に
よ
る
不

利
が
生
じ
ぬ
よ
う
留
意
す
る
。

４
�
情
報
の
公
開

学
生
の
就
職
機
会
の
公
平
・
均
等
を
期
す

と
と
も
に
、
落
ち
着
い
て
就
職
準
備
に
臨
め

る
よ
う
、企
業
情
報
な
ら
び
に
採
用
情
報（
説

明
会
日
程
、
採
用
予
定
数
、
選
考
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
）に
つ
い
て
は
、可
能
な
限
り
速
や
か

に
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
詳
細
に
公
開
す
る
。

５
�
広
報
活
動
で
あ
る
こ
と
の
明
示

企
業
情
報
、
採
用
情
報
等
の
発
信
を
目
的

と
し
た
広
報
活
動
は
、
そ
の
後
の
選
考
に
影

響
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
生
に
明
示

す
る
よ
う
努
め
る
。

６
�
採
用
内
定
日
の
遵
守

正
式
な
内
定
日
は
、
１０
月
１
日
以
降
と
す

る
。

７
�
そ
の
他

高
校
卒
業
予
定
者
に
つ
い
て
は
教
育
上
の

配
慮
を
最
優
先
と
し
、
安
定
的
な
採
用
の
確

保
に
努
め
る
。

大
学
卒
業
予
定
者
・
大
学
院
修
士

課
程
修
了
予
定
者
等
の
採
用
選
考

に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
参
考
資
料

２
０
０
９
年
１０
月
２０
日

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会

日
本
経
団
連
で
は
、
１
９
９
７
年
に
「
採

用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
」
を
定

め
て
以
降
、
毎
年
、
採
用
選
考
活
動
の
早
期

化
の
自
粛
を
呼
び
か
け
て
き
た
。

今
般
、
倫
理
憲
章
の
理
解
を
一
層
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
下
記
の
内
容
を
と
り
ま
と

め
た
の
で
、
各
社
の
実
情
に
応
じ
、
選
考
活

動
の
早
期
開
始
の
自
粛
な
ど
倫
理
憲
章
の
遵

守
へ
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

な
お
、
日
本
経
団
連
は
、
今
後
も
倫
理
憲

章
の
さ
ら
な
る
周
知
徹
底
を
は
か
り
、
産
業

界
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

記

１
�
広
報
活
動
・
選
考
活
動
と
は

企
業
が
行
う
採
用
選
考
活
動
は
、
広
報
活

動
と
選
考
活
動
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

広
報
活
動
と
は
、
業
界
情
報
、
企
業
情
報
な

ら
び
に
説
明
会
日
程
、
採
用
予
定
数
、
選
考

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
採
用
情
報
を
、
学
生
に

―２１―
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対
し
て
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
活
動
を
指
す
。
具
体
的
に
は
、
会
社
説

明
会
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
学
生
が
自

主
的
に
参
加
ま
た
は
不
参
加
を
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
後
の
選
考
活
動

に
影
響
し
な
い
旨
を
明
示
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
活
動
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
十
分
な
時
間
を
か
け
て
行

う
こ
と
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
早
期
離
職
の

防
止
が
見
込
ま
れ
る
。

一
方
、
選
考
活
動
と
は
、
一
定
の
基
準
に

達
し
た
学
生
を
選
抜
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
活
動
を
指
す
。

２
�
早
期
開
始
を
自
粛
す
べ
き
「
実
質
的
な

選
考
活
動
」
と
は

選
考
活
動
に
つ
い
て
は
、
倫
理
憲
章
の

「
２
�
選
考
活
動
早
期
開
始
の
自
粛
」
で
、

「
卒
業
・
修
了
学
年
の
学
生
が
本
分
で
あ
る

学
業
に
専
念
す
る
十
分
な
時
間
を
確
保
す
る

た
め
、
選
考
活
動
の
早
期
開
始
は
自
粛
す
る
。

ま
し
て
卒
業
・
修
了
学
年
に
達
し
な
い
学
生

に
対
し
て
、
面
接
な
ど
実
質
的
な
選
考
活
動

を
行
う
こ
と
は
厳
に
慎
む
」
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
言
う
自
粛
す
べ
き
「
実
質
的
な
選

考
活
動
」
と
は
、
活
動
の
名
称
や
形
式
等
を

問
わ
ず
、
実
態
で
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
、
�
選
考
の
意
思
を
も
っ
て
学

生
の
順
位
付
け
ま
た
は
選
抜
を
行
う
も
の
、

あ
る
い
は
、
�
当
該
活
動
に
参
加
し
な
い
と

選
考
の
た
め
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
な
い

も
の
を
言
う
。

た
だ
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
テ
ス
ト
や
テ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
の
受
検
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
提
出

な
ど
、
日
程
・
場
所
等
に
関
し
て
学
生
に
大

幅
な
裁
量
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
学
事
日
程
へ
の
影
響
が
な
い
場
合
も

あ
る
た
め
、
当
該
活
動
が
早
期
開
始
を
自
粛

す
べ
き
か
否
か
の
検
討
を
行
う
際
に
は
、
倫

理
憲
章
の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、

各
企
業
が
活
動
の
実
態
に
合
わ
せ
て
適
切
に

判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

セセンンタターー

情報の授受
相談など

情報の授受
相談など

企業間交渉の
機会の設定など送送出出企企業業

人人事事部部門門 受受入入企企業業
斡旋・紹介
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九
月
一
六
日
〜
一
一
月
一
五
日

◆
九
・
八

労
務
管
理
講
座
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
九

第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管

理
者
受
験
の
た
め
の
対
策
講
座
（
一

〇
日
ま
で
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
六

第
一
期
経
営
者
・
経
営

幹
部
養
成
講
座
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
七

第
三
〇
次
小
笠
原
洋
上

研
修
第
三
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
一

小
笠
原
洋
上
研
修
出
航

（
六
日
ま
で
、
父
島
往
復
）

◆
一
〇
・
一
三

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
一
四

第
一
期
経
営
者
・
経

営
幹
部
養
成
講
座
第
二
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
一
九

第
四
五
期
労
働
法

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二
八

同
右
第
二
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二

小
笠
原
洋
上
研
修
第
四

回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
六

給
与
計
算
と
年
末
調
整

セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
〇

労
務
管
理
講
座
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
一

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

第
三
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
二

北
部
地
区
協
議
会（
曙

ブ
レ
ー
キ
工
業
�
）

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
日
、
中
島
埼
玉
県
産

業
労
働
部
副
部
長
、
三
輪
埼
玉
労
働
局
職
業
安
定

部
長
、
藤
井
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
長
が
来

局
、
本
会
に
対
し
、
埼
玉
県
知
事
、
埼
玉
労
働
局

長
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
三
者
連
名
に

よ
る
「
一
般
求
職
者
及
び
新
規
学
校
卒
業
予
定
者

を
対
象
と
し
た
求
人
要
請
」（
詳
細
は
下
記
参
照
）

を
行
っ
た
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
厳
し
い
経
営

環
境
の
中
で
、
人
材
活
用
に
注
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
へ
の
求
人
の
申
込
み
に
つ
い
て
、
特
段

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記

一
般
求
職
者
及
び
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
を
対
象

と
し
た
求
人
要
請
に
つ
い
て

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
県
内

雇
用
施
策
の
円
滑
な
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
七
月
に
は
「
新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用

に
関
す
る
要
請
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
貴
団
体
傘

下
の
事
業
所
に
周
知
い
た
だ
き
重
ね
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
雇
用
情
勢
は
さ
ら
に
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
平
成
二
十
一
年
八
月
の
完
全
失

業
率
は
５
・
５
％
、
有
効
求
人
倍
率
は
０
・
４２
倍

（
埼
玉
県
０
・
３５
倍
）
と
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
で

最
も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
身

を
み
る
と
、
新
規
の
離
職
者
が
増
加
を
続
け
る
一

方
で
、
求
人
数
の
低
迷
に
よ
り
離
職
者
の
再
就
職

が
円
滑
に
進
ま
ず
、
求
職
者
の
滞
留
が
続
く
な
ど
、

失
業
の
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
来
春
の
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
求
人

受
理
状
況
に
つ
い
て
も
、
前
年
同
期
に
比
べ
約
五

割
減
少
し
て
お
り
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
大
変
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
埼
玉
労
働
局
、
埼
玉
県
・
埼
玉

県
教
育
局
で
は
連
携
し
て
県
内
に
お
け
る
緊
急
雇

用
対
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
緊
急
人
材
育
成
・
就
職
支

援
基
金
事
業
に
よ
り
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
人

材
を
育
成
し
て
正
規
雇
用
へ
つ
な
ぐ
実
習
型
雇
用

を
活
用
し
、
再
就
職
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、

積
極
的
な
求
人
開
拓
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
県
と
と
も
に
一
人
で
も
多
く
の
求
職

者
及
び
新
規
学
校
卒
業
者
の
就
職
が
実
現
す
る
よ

う
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

求
人
数
の
絶
対
的
不
足
の
解
消
に
は
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
、
優
秀
な
求
職
者
の
方
々

も
多
く
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
来
春
初

め
て
社
会
の
一
員
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
、
希
望
に
燃
え
て
い
る
卒
業
予
定
の
生
徒
達
が

多
く
い
ま
す
。

貴
団
体
傘
下
の
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
人
材
育
成
に
努
力
を

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す

が
、
よ
り
よ
い
人
材
を
確
保
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ど
う
か
、
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

へ
の
求
人
の
お
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
、
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ

ま
す
。
ま
た
、
特
に
就
職
の
厳
し
い
高
年
齢
者
の

雇
用
確
保
及
び
障
害
者
向
け
の
求
人
に
つ
き
ま
し

て
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
趣
旨

に
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
傘
下
団
体
及
び
事
業
主

の
皆
様
に
趣
旨
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
重

ね
て
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
日

埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

埼
玉
労
働
局
長

苧
谷
秀
信

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

島
村
和
男

社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会会

長

利
根
忠
博

「
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
志
を
有
す
る

者
」
を
対
象
に
、
少
人
数
の
「
彰
考
館
つ

ち
や
塾
」
を
以
前
よ
り
主
宰
し
て
い
る
。

毎
月
一
回
の
開
催
日
に
「
最

近
の
話
題
か
ら
」
と
題
し
て
所

感
を
述
べ
て
い
る
が
、
今
年
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
内
容
は
何
か

と
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

・
景
気
低
迷
に
関
す
る
こ
と

・
天
候
不
順
に
関
す
る
こ
と

・
政
権
交
代
に
関
す
る
こ
と

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

関
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

〈
景
気
低
迷
に
関
す
る
こ

と
〉
で
は
、「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
」
が
あ
る
。
講
演
や
執

筆
な
ど
の
依
頼
も
多
く
あ
っ
た

が
、
日
本
の
今
日
を
み
て
い
る

と
「
分
か
ち
合
う
」
と
い
う
風

土
が
な
く
、
難
し
い
の
結
論
に

な
る
。
し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

は
逆
で
、
本
音
と
建
前
と
の
上
手
な
使
い

分
け
を
し
て
い
る
様
子
が
表
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
雇
用
保
険
制
度
の
「
雇
用
調
整

助
成
金
制
度
」
の
活
用
に
つ
い
て
の
相
談

を
企
業
か
ら
受
け
、
実
際
に
受
給
の
手
続

き
な
ど
も
行
っ
て
み
た
が
、
提
出
書
類
も

多
く
小
零
細
企
業
な
ど
で
は
負
担
が
相
当

あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
た

だ
、
税
金
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
の
だ
か
ら

当
り
前
か
も
し
れ
な
い
が
。

〈
天
候
不
順
に
関
す
る
こ
と
〉
で
は
、

梅
雨
空
け
宣
言
が
な
い
ま
ま
に
夏
に
突
入

し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
秋
を
迎
え
て
し
ま

っ
た
。
自
然
現
象
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る

農
作
物
に
は
影
響
が
あ
り
、
今
年
の
新
米

は
地
域
に
よ
っ
て
は
味
が
相
当
に
落
ち
て

い
る
ら
し
い
。
ま
た
、
台
風
１８
号
が
本
土

を
直
撃
し
、
多
大
な
被
害
を
生
ん
で
し
ま

っ
た
が
、
自
然
の
脅
威
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見

せ
つ
け
ら
れ
た
。

こ
の
原
因
の
一
つ
に
地
球
温

暖
化
が
考
え
ら
れ
る
が
、
新
政

権
が
提
唱
す
る
CO
２
２５
％
削
減

に
協
力
し
な
い
と
将
来
に
大
き

な
不
安
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

〈
政
権
交
代
に
関
す
る
こ

と
〉
で
は
、
先
の
衆
院
選
挙
で

民
主
党
が
政
権
を
と
り
、
長
年

続
い
た
政
治
体
制
に
大
き
な
変

化
が
生
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。

日
本
人
は
応
々
に
し
て
性
急
で

結
果
を
求
め
る
声
が
多
い
。
し

か
し
、
大
き
な
変
革
を
世
界
的

に
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
国

民
も
寛
大
な
気
持
で
じ
っ
く
り

と
知
的
好
奇
心
で
見
つ
め
る
必

要
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
一

言
で
「
何
か
崩
れ
て
い
る
」
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
日
本
で
あ
っ
た
。

各
々
の
「
立
場
と
役
割
」
を
認
識
し
て
、

将
来
に
「
夢
・
希
望
・
安
定
・
安
心
」
を

感
じ
ら
れ
る
国
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
る
。

企
業
も
原
点
に
戻
り
、
是
非
と
も
人
財

育
成
や
企
業
風
土
の
構
築
な
ど
に
力
を
注

い
で
も
ら
い
た
い
。

事
業
だ
よ
り

第１７２回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
等
の
採
用
を

知
事
ら
三
者
連
名
で
本
会
に
要
請

―２３―
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★
平
成
２２
年
度
新
年
会
員
懇
談
会

日
時

１
月
１４
日
�
１３
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

講
演
「
日
本
経
済
の
先
を
読
む
」・

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

講
師

�
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
会
長

新
井
淳
一
氏

★
第
４５
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
７
講

日
時

１
月
１８
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

今
日
的
な
人
事
制
度
改
定
（
成
果
主

義
賃
金
制
度
の
導
入
、
残
業
定
額
払

の
導
入
、「
管
理
職
」
の
範
囲
の
見

直
し
、
人
件
費
の
削
減
、
労
務
リ
ス

ト
ラ
な
ど
）
に
伴
う
法
律
問
題
と
実

務
対
策

講
師

弁
護
士

山
中
健
児
氏

★
同
右
第
８
講

日
時

１
月
２７
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

労
働
組
合
活
動
の
変
化
と
対
応
に
つ

い
て

講
師

弁
護
士

岡
芹
健
夫
氏

★
中
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
３
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

�
サ
イ
サ
ン
Ｋ
Ｓ
ビ
ル

★
北
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
４
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

�
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所

★
南
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
８
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア

★
西
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
１０
日
�
１３
時
３０
分
〜
１８
時

会
場

丸
広
百
貨
店

★
地
域
社
会
問
題
委
員
会

日
時

２
月
２６
日
�
９
時
３０
分
〜

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

★
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

日
時

３
月
８
日
�
９
時
３０
分
〜
２０
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０２
研
修
室

講
師

�
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師

鈴
木

昭
氏

★
労
務
委
員
会

日
時

３
月
１６
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

内
容

講
演
	
な
ぜ
こ
の
会
社
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
い
の
か

講
演


わ
が
社
の
Ｅ
Ｓ
経
営

講
師

	
ア
イ
エ
ヌ
ジ
ー
生
命
保
険
�
代
理

店
営
業
企
画
部

三
好
建
太
郎
氏



ア
サ
ヒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
�
代

表
取
締
役
会
長

横
塚
正
秋
氏

★
第
２３
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

日
時

３
月
１８
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４
階
市
民
ホ
ー
ル

内
容

基
調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン

★
新
入
社
員
研
修

日
時

４
月
２
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

基
調
講
演
・
講
義

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
�
専
任
講
師
、

教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
合
か
ほ

る
氏
他

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
真
工
社

代
表
取
締
役
社
長

眞
子

岳
志

戸
田
市
美
女
木
東
二
―
二
―
六

電
話
〇
四
八
―
四
二
一
―
九
八
三
三

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
四
六
名

樹
脂
め
っ
き
及
び
電
鋳

労
働
時
間
の
適
正
化
に
関
す
る
要

請
書
（
要
旨
）

埼
玉
労
働
局
長

近
年
に
お
い
て
も
、
週
の
労
働
時
間
が
６０
時
間

以
上
の
労
働
者
の
割
合
が
高
い
水
準
で
推
移
し
て

お
り
、
ま
た
、
脳
・
心
臓
疾
患
に
係
る
労
災
認
定

件
数
は
高
止
ま
り
と
な
る
な
ど
過
重
労
働
に
よ
る

健
康
障
害
も
依
然
多
い
状
況
に
あ
る
ほ
か
、
割
増

賃
金
の
不
払
に
係
る
労
働
基
準
法
違
反
も
後
を
絶

た
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
消
に
向
け
て
は
、
使
用
者

が
適
正
に
労
働
時
間
を
把
握
し
た
上
で
、
適
切
な

対
処
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
使
用
者
の
み
な
ら
ず
、
労
働
者
や
労
働
組

合
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
等
の
す
べ
て
の
関
係
者

の
理
解
を
得
て
、
職
場
の
実
態
を
よ
く
知
る
労
使

が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。さ

ら
に
、
労
働
基
準
法
も
、
長
時
間
労
働
を
抑

制
し
、
労
働
者
の
健
康
を
確
保
す
る
等
の
観
点
か

ら
改
正
さ
れ
、
平
成
２２
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
労
使
が
共
に
そ
の
趣
旨
・
内
容

を
十
分
に
理
解
し
、
そ
の
施
行
に
向
け
就
業
規
則

等
を
整
備
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、
長
時
間
労
働

の
抑
制
等
の
労
働
時
間
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

１１
月
に
「
労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
、
労
使
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
に
対
し

て
、
集
中
的
な
周
知
啓
発
等
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

記

１

傘
下
の
企
業
に
お
か
れ
て
は
、
長
時
間
労
働

の
抑
制
等
の
労
働
時
間
の
適
正
化
の
た
め
、
次

の
事
項
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

	
時
間
外
労
働
協
定
の
適
正
化
等
に
よ
る
時
間

外
・
休
日
労
働
の
削
減



長
時
間
労
働
者
へ
の
医
師
に
よ
る
面
接
指
導

等
労
働
者
の
健
康
管
理
に
係
る
措
置
の
徹
底

�
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
の
徹
底

２

労
働
基
準
法
等
の
主
な
改
正
点
の
要
旨
は
当

会
報
に
既
報
の
と
お
り
で
す
。
傘
下
の
企
業
に

お
か
れ
て
は
、
労
使
で
十
分
に
話
し
合
い
、
こ

れ
に
対
応
し
た
就
業
規
則
の
改
定
、
労
使
協
定

の
締
結
等
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
玉
音
協

♪埼玉音協主催 いよいよ公演間近�

三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
平成21年12月18日（金）
18 : 00開場 18 : 30開演

＊お申込みは FAXにてお願いいたします。
（埼玉音協 FAX：048‐641‐0924）

▲

会場／大宮ソニックシティ 小ホール

▲

会費／2,800円（一般3,300円を）（全席指定・税込）

爆爆笑笑
ラライイ
ブブ

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
五
三
号

２
０
０
９
年
１１
月
２５
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

三
国
雅
裕

編
集
人

野
口
寛
治

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

♪埼玉音協主催 地元埼玉県秩父市出身の今もっとも注目を浴びる噺家です！

林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
平成22年 2 月19 日（金） 18 : 00 開場 18 : 30 開演

▲

会場／埼玉会館 小ホール JR線「浦和駅」西口徒歩6分

▲

会費／3,000円（一般3,500円を）（全席指定・税込）

この印刷物は再生紙を使用しています

ごご存存じじ「「笑笑点点」」大大喜喜利利
メメンンババーー！！

―２４―


